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「
鶴
岡
の
文
化
芸
術
」
と
聞
い
た
と
き
、
皆

さ
ん
は
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

　

合
唱
や
楽
器
演
奏
な
ど
の
音
楽
活
動
、
歴

史
あ
る
美
術
展
や
書
道
展
、
大
切
に
継
承
さ

れ
て
き
た
文
化
財
、
各
地
域
に
残
る
伝
統
行

事
や
祭
礼
、
鶴
岡
出
身
作
家
の
文
学
作
品
、

街
並
み
や
風
景

―
。
近
年
は
食
文
化
や
伝

統
的
な
産
業
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

鶴
岡
に
は
学
ぶ
こ
と
を
大
切
に
す
る
気
風

が
あ
り
、
受
け
継
い
だ
も
の
を
継
承
し
な
が

ら
、
新
た
な
文
化
や
芸
術
を
柔
軟
に
取
り
込

ん
で
、
創
造
的
に
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

文
化
芸
術
は
そ
れ
に
触
れ
、
関
わ
る
人
の

心
を
豊
か
に
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
や
高
齢
者
を
含

む
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
社
会
参
加
を
促
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
産
業

と
連
携
す
る
こ
と
で
、
よ
り
付
加
価
値
の
高

い
経
済
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

文
化
芸
術
に
は
、
ま
ち
を
動
か
す
力
が
あ

る
の
で
す
。

　

歴
史
と
共
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
文
化

芸
術
の
蓄
積
に
、
私
た
ち
の
世
代
で
厚
み
を

加
え
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
８
月
に
、
鶴
岡
の
文
化

芸
術
を
振
興
す
る
た
め
の
方
向
性
を
ま
と
め

た
「
鶴
岡
市
文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
の
概
要
や
計
画
に
位
置
付
け
た

新
た
な
取
り
組
み
、
文
化
芸
術
を
通
じ
て
様

々
な
分
野
と
連
携
す
る
市
民
の
方
々
の
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

目指す将来像

文化芸術のちからで心豊かな鶴岡の未来を拓きます

〇問合せ　社会教育課（櫛引庁舎）☎57-4867

鶴岡市文化芸術推進基本計画

基本方針 施策の展開 主な新たな取り組み

伝統的な文化芸術の継
承と活用に努めます

１ 地域独自の文化資源の保存と活用
２  伝統的な地域資源の継承と活用の

推進

〇 民俗芸能のデジタルアーカイブ化の促進と活用
〇 鶴岡の食文化の文化財登録の検討

多様な文化芸術の創造
と発展を目指します

１ 文化芸術を支える仕組みづくり
２ 文化芸術活動の推進

〇 来鶴したアーティストが青少年や市内芸術団体
を指導するアーティストクリニックの実施

〇新たな活動を促すアートプロジェクトの支援

文化芸術の根づいた活
力のある社会をつくり
ます

１ 子育てと教育への活用
２ 共生社会の推進
３ 観光と交流への活用
４ 産業への活用
５ 地域社会への貢献

〇 障害者作品活用の新たな展開
〇市芸術祭シーズンにアートツアーを開催
〇大規模な公演や芸術文化関係の大会などの招致
〇 都市交流を契機にした地元アーティストの作品

や工芸品等の販路拡大

文化芸術がまちを動かす
特 集
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大
山
い
ざ
や
巻
は
、
約
５
０
０
年

前
に
、
地
域
を
治
め
て
い
た
武
藤
家

が
教
え
広
め
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

拍
子
木
と
唄
に
合
わ
せ
、
せ
り
ふ
を

交
え
な
が
ら
踊
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

始
め
た
き
っ
か
け
は
、
小
学
生
の

と
き
に
友
達
に
誘
わ
れ
た
か
ら
。
初

舞
台
で
の
達
成
感
が
う
れ
し
く
て
、

は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
で
は

子
供
た
ち
の
指
導
も
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
い
舞
台
で
は
振
り
を
大
き
く

し
な
い
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
伝

わ
ら
な
い
な
ど
、
い
つ
も
と
違
う
難

し
さ
が
あ
り
ま
す
。
私
１
人
で
踊
る

演
目
も
あ
る
の
で
、
去
年
よ
り
上
達

し
た
姿
を
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

去
年
よ
り
上
達
し
た
姿
を
見
せ
た
い

民俗芸能 発信×

大山いざや巻保存会
齋藤芙季さん

鶴岡市民俗芸能交流発表会

日時：12月５日○日午後１時30分
会場：荘銀タクト鶴岡
問合せ：社会教育課☎57-4868
市内各地域で連綿と受け継がれて
きた民俗芸能がステージで発表さ
れます。

　

竹
塗
り
と
は
、
漆
を
塗
り
重
ね
て

竹
の
風
情
を
表
現
す
る
漆
器
工
芸
で

す
。
庄
内
藩
の
武
具
塗
装
職
人
だ
っ

た
阿
部
竹
翁
が
、
江
戸
の
師
匠
の
技

を
元
に
研
究
を
重
ね
、
明
治
時
代
に

生
み
出
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
鶴
岡
市
と
江
戸
川
区
の

友
好
都
市
盟
約
が
40
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
す
る
竹
塗
り
の

箸
を
、
私
が
講
師
を
務
め
る
竹
塗
り

同
好
会
の
会
員
が
作
成
し
、
販
売
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。　

　

ぜ
ひ
、
鶴
岡
の
伝
統
工
芸
品
を
ふ

だ
ん
の
生
活
で
使
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
そ
し
て
、
竹
塗
箸
が
友
好
の
架

け
橋
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

ふ
だ
ん
の
生
活
で
使
っ
て
ほ
し
い 竹塗り職人

鈴木勇さん

伝統工芸 交流× 江戸川区友好都市40周年 記念竹塗箸

鶴岡伝統工芸竹塗り同好会
中央公民館の特別講座をきっかけ
として平成９年に設立されました。
毎月２回活動し、昨年からは花立
て作りに取り組んでいます。

清
花
さ
ん　

参
加
す
る
の
は
今
年
で

３
回
目
で
す
。
習
っ
て
い
る
音
楽
教

室
の
発
表
会
と
違
っ
て
、
い
ろ
ん
な

人
に
聴
い
て
も
ら
え
る
の
が
楽
し
い

で
す
。
今
回
は
ソ
ロ
の
演
奏
に
、
冬

に
ぴ
っ
た
り
な
曲
を
選
び
ま
し
た
。

指
使
い
が
速
く
て
難
し
い
曲
な
の
で
、

た
く
さ
ん
練
習
し
て
、
う
ま
く
弾
け

る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

純
子
さ
ん　

自
由
で
堅
苦
し
さ
が
な

い
の
が
魅
力
で
す
ね
。
自
分
も
参
加

し
て
み
た
い
と
思
い
、
ピ
ア
ノ
を
習

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

昨
年
、
清
花
と
の
連
弾
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、
今

年
も
一
緒
に
演
奏
し
ま
す
。

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

音楽 市民参加×

鈴木純子さん・清花さん
ピアノ演奏で出演

タクトでつなぐ ピアノリレーコンサート

日時：12月25日○土・26日○日
　　　午後１時
会場・問合せ：荘銀タクト鶴岡
　　　　　　　☎24-5188
ピアノ等を使った演奏、場内アナ
ウンスを市民が行い開催します。

　

私
は
先
天
性
の
全
盲
で
す
。
障
害

者
通
所
施
設
に
通
い
和
紙
を
作
る
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
職
員
の
方
と
新

商
品
の
開
発
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

う
中
で
、
新
し
い
挑
戦
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
触
っ
た
こ
と
も
な
い
色
鉛
筆

を
使
っ
て
、
ア
ー
ト
作
品
作
り
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

タ
イ
ト
ル
は
「
新
た
な
る
冒
険
」。

自
分
で
考
え
た
物
語
を
点
字
で
打
ち
、

ス
ト
ー
リ
ー
に
合
わ
せ
て
色
を
塗
り

ま
し
た
。
来
場
し
た
人
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
好
き
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
見

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

制
作
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

楽
し
み
な
が
ら
挑
戦
し
ま
し
た

美術 共生社会×

髙橋佑輔さん
絵画作品を出品

つるおか障害者アート展 つるおかひょうげんの花2021

日時：10月１日○金～10日○日
　　　午前９時30分～午後４時
会場：鶴岡アートフォーラム
問合せ：本所福祉課☎内線136
障害のある方の創作活動の様子や
作品を展示・紹介します。
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

市政功労者を10月１日（市制施行記念日）に表彰します
■問本所総務課☎内線315

〈災害防護功労〉　畠山 健 氏 （61歳） 宝谷

　昭和57年４月に櫛引町消防団に
入団以来、令和３年３月まで39年
の永きにわたり消防業務に精励し、
防火防災思想の普及啓発に尽力され
るとともに、幾多の消防防災活動の
第一線において活躍されました。平
成17年10月の市町村合併に伴う鶴
岡市連合消防団の誕生を経て、平成
18年４月に鶴岡市櫛引消防団長に
就任し、平成20年４月に消防団組織

の統一と指揮命令権の一元化を図っ
た改編後の鶴岡市消防団では、鶴岡
市消防団副団長として、平成29年４
月からは同消防団長として消防団の
組織体制の見直しや消防団活動の在
り方を積極的に検討されるとともに、
班の総合計画を策定し、機動力を上
げるため本市初となる軽搬送車を導
入されるなど整備強化にも尽力され、
市民生活の安定に寄与されました。

〈災害防護功労〉　遠藤 勇 氏 （61歳） 川代

　昭和59年４月に羽黒町消防団に
入団以来、令和３年３月まで37年
の永きにわたり消防業務に精励し、
防火防災思想の普及啓発に尽力され
るとともに、幾多の消防防災活動の
第一線において活躍されました。平
成15年４月に羽黒町消防団副団長
に就任し、平成17年10月の市町村
合併に伴う鶴岡市連合消防団の誕生
を経て、平成20年４月に消防団組

織の統一と指揮命令権の一元化を図
った改編後の鶴岡市消防団において、
鶴岡市消防団副団長として団長とと
もに消防組織の整備強化と運営に当
たられました。消防団の災害対応能
力の維持・向上のため指導者育成及
び水防技術指導に積極的に尽力され
るなど、市民生活の安定に寄与され
ました。

 

「
鶴
岡
市
政
発
展
の
一
助
と
な
れ
ば
」、
初

回
の
一
筆
入
魂
に
記
録
を
残
す
こ
と
の
意
味

に
つ
い
て
書
い
た
。

　

平
成
か
ら
令
和
へ
、
県
内
で
最
大
の
揺
れ

を
記
録
し
た
山
形
県
沖
地
震
、
そ
し
て
今
も

続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
。
１
年
遅
れ
の
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
、
振
り
返
れ

ば
歴
史
の
転
換
点
に
、
私
た
ち
は
間
違
い
な

く
い
た
。
今
後
も
様
々
な
困
難
に
直
面
し
た

と
き
、
新
た
な
変
異
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
が

迫
ら
れ
る
と
き
、「
あ
の
時
」
の
経
験
が
改

良
さ
れ
、
活
か
さ
れ
る
、
記
録
に
は
そ
ん
な

力
が
あ
る
は
ず
だ
。　
　

　

８
月
30
日
に
９
箱
の
ワ
ク
チ
ン
が
追
加
さ

れ
る
と
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
、
９
月
４
日

か
ら
40
代
の
予
約
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
本
稿
の
締
切
り
間
際
の
９
月
13

日
に
は
、
更
に
11
・
５
箱
の
ワ
ク
チ
ン
の
配

分
が
県
か
ら
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
９

月
下
旬
か
ら
、
就
職
や
受
験
を
控
え
た
高
校

３
年
生
、
中
学
３
年
生
、
30
代
以
下
の
方
々

の
予
約
を
順
次
開
始
し
、10
月
か
ら
は
、こ
れ

ら
の
方
々
も
対
象
に
含
め
た
集
団
接
種
を
再

開
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

い
つ
ど
れ
く
ら
い
の
ワ
ク
チ
ン
が
供
給
さ

れ
る
の
か
。
接
種
予
約
の
計
画
を
組
む
に
当

た
っ
て
そ
の
予
見
性
が
大
事
で
あ
る
の
と
同

様
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
予
見
性
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
市
が
向
か

う
べ
き
方
向
は
ど
こ
か
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
と
し
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
認

識
が
高
ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
ど
う
い
っ
た
施

設
整
備
が
行
わ
れ
る
の
か
。
朝
暘
第
五
小
学

校
の
次
に
は
、
藤
島
中
学
校
を
含
む
藤
島
文 （45）
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

市政功労者を10月１日（市制施行記念日）に表彰します

〈産業経済功労〉　石原 純一 氏 （64歳） 馬場町
　平成９年４月に鶴岡観光協会の会
長に就任以来現在まで、25年の永
きにわたり一貫して地域の観光の活
性化に精力的に取り組まれ、市街地
観光、庄内地区のキャンペーン等に
尽力されるなど、本市の観光振興に
多大な貢献をされました。平成26
年に開催された山形デスティネーシ
ョンキャンペーンでは、同協会独自
の新規取り組みとして城下町に人力

車を走らせ、観光客のおもてなしを
行うなど、その年の観光客受入者数
は、これまでの本市最高となる708
万人を記録。また、平成16年４月
に鶴岡桜の会会長、平成18年５月
に鶴岡菊花会会長に就任し、それら
の会の活動を通しながら誘客活動を
展開されています。鶴岡観光協会の
運営や観光客の受入れに取り組まれ、
本市の観光振興に寄与されました。

　市では、本市の発展に尽くされた方を市政功労者として表彰し、その功績をたたえています。
　今年度は、４人の方が10月１日の市制施行記念式典で表彰されます（この表彰は、鶴岡市表
彰条例に基づいて行われるものです）。　

〈地方自治功労〉　三科 武 氏 （68歳） 新潟県佐渡市
　昭和62年４月に荘内病院医師と
して入職以来、地域医療に精励され
るとともに、平成15年７月から令和
３年３月までの通算17年９月の永
きにわたり、同病院副院長、病院長、
鶴岡市病院事業管理者を歴任され、
地方自治の進展に多大な貢献をされ
ました。診療部長時には、新病院建設
構想の策定、新築移転に際し中心的
な役割を担われるとともに、平成22

年には病院長として病院の公的機能
維持と経営の安定化を目指し、地方
公営企業法の一部適用から全部適用
への移行を主導されました。平成26
年４月からは鶴岡市病院事業管理者
として職員の医療技術向上意識を高
め、その研鑽

さん

についての支援を行う
とともに、早期から経営の健全化に
取り組まれるなど、地方自治の進展
と本市の発展に寄与されました。

化
・
教
育
・
厚
生
エ
リ
ア
の
検
討
が
必
要
だ

ろ
う
。
朝
日
庁
舎
の
改
築
や
鼠
ヶ
関
の
道
の

駅
整
備
も
控
え
て
い
る
。

　

義
を
見
て
せ
ざ
る
は
勇
な
き
な
り
。
そ
の

気
持
ち
で
４
年
間
、
企
画
を
練
り
、
提
案
し

て
き
た
。
反
対
が
あ
り
そ
う
だ
か
ら
「
や
ら

な
い
」
で
は
な
く
、「
検
討
し
、
熟
度
が
高

ま
っ
た
ら
提
案
し
よ
う
」
と
職
員
の
皆
さ
ん

に
は
説
明
し
て
き
た
。
多
く
の
提
案
を
行
い
、

そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
職

員
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
市
民
の
皆
様
の
声
を
伺
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
、
市
役
所
も
荘
内
病
院
も

意
識
改
革
が
進
ん
で
き
た
こ
と
は
市
民
の
皆

様
か
ら
の
前
向
き
な
評
価
と
な
っ
て
表
れ
た
。

　

黄
金
色
の
田
ん
ぼ
を
眺
め
て
い
る
と
、
イ

ナ
ゴ
が
跳
ね
、
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ

で
ボ
ー
ル
を
追
っ
た
秋
の
に
お
い
が
思
い
出

さ
れ
た
。
収
穫
を
終
え
た
集
落
の
み
ん
な
で
、

磯
釣
り
を
し
な
が
ら
海
辺
で
芋
煮
会
を
し
た

少
年
時
代
。
あ
の
頃
よ
り
も
ス
マ
ホ
は
普
及

し
、
世
界
中
の
モ
ノ
が
手
に
入
る
よ
う
に
な

り
、
市
民
生
活
は
確
か
に
便
利
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
人
の
つ
な
が
り
、
さ
さ
や
か
な
幸

せ
が
今
も
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
制
約
多
き

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

市
長
と
し
て
地
震
、
豪
雨
、
そ
し
て
コ
ロ

ナ
に
追
わ
れ
な
が
ら
駆
け
回
っ
た
４
年
間
だ

っ
た
。
市
民
の
皆
様
の
幸
せ
の
た
め
に
、
鶴

岡
市
が
ど
ん
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た
か
、

45
回
目
を
迎
え
た
こ
の
「
一
筆
入
魂
」
が
、

小
さ
く
と
も
そ
の
証
と
な
っ
て
く
れ
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

　

市
民
の
皆
様
と
の
対
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
。
辛
抱
強
く
締
切
り
を
待
っ
て
く
れ
た
広

報
・
編
集
と
と
も
に
、
１
期
目
の
コ
ラ
ム
を

最
後
ま
で
ご
愛
読
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
様

へ
の
感
謝
、
そ
し
て
幸
せ
を
祈
り
、
筆
を
置

く
こ
と
と
し
た
い
。
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来年度の認定こども園・幼稚園・保育園等入園児募集について
■問各園、本所子育て推進課☎内線148または各地域庁舎市民福祉課へ

園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号
〈♠予定〉新形（新形町） ２か月 7：30～19：00 90人 ☎23‐2568
♠三瀬（三瀬） ２か月 7：00～19：00 60人 ☎73‐3500
♦鶴岡（泉町） 満３歳 7：15～19：00 77人 ☎22‐0658

〈♦予定〉みどり（大塚町） 満３歳 7：30～18：30 75人 ☎23‐2350
♦和光（我老林） 満３歳 7：30～18：30 10人 ☎22‐8835
♦いなば（藤島）　 満３歳 7：30～19：00 10人 ☎64‐2310
♥美咲の森（美咲町） ２か月 7：00～19：00 80人 ☎24‐5555
♥にしごう（下川） 満２歳 7：30～19：00 20人 ☎64‐0245
◎かたばみ（家中新町） ３か月 7：30～19：00 100人 ☎22‐0686
◎東部（日出一丁目） ３か月 7：15～19：00 120人 ☎22‐2142
◎西部（新海町） ３か月 7：30～19：00 100人 ☎23‐5646
◎南部（陽光町） ３か月 7：30～19：00 140人 ☎22‐0527
◎松原（宝町） ３か月 7：15～19：00 110人 ☎29‐1501
◎荘内教会（本町三丁目） ２か月 7：30～19：00 70人 ☎25‐7070
◎常念寺[本園・分園]（睦町） ２か月 7：00～19：00 150人 ☎24‐9055
◎道形（道形町） ２か月 7：20～19：00 80人 ☎22‐5841
◎由良（由良一丁目） ３か月 7：15～19：00 45人 ☎73‐2276
◎大山（大山二丁目） ２か月 7：30～19：00 150人 ☎33‐2033
◎大山分園（大山二丁目） ５歳児 7：30～19：00 40人 ☎33‐3250
◎栄（播磨） ５か月 7：30～18：00 50人 ☎29‐2102
◎大泉（白山） ６か月 7：15～18：45 90人 ☎23‐7332
◎湯田川（藤沢） ２か月 7：30～18：30 50人 ☎35‐2017
◎民田（民田） ５か月 7：30～18：00 40人 ☎24‐4517
◎小堅（堅苔沢） ６か月 7：30～18：30 20人 ☎73‐2330
◎上郷（みずほ） ２か月 7：15～18：15 60人 ☎35‐3392
◎田川（田川） ６か月 7：30～18：00 30人 ☎35‐2715
◎黄金（青龍寺） ６か月 7：30～18：00 70人 ☎24‐4645
◎ひばり（下川） ５か月 7：30～19：00 70人 ☎75‐3033
◎ほなみ（高田） ３か月 7：15～18：45 90人 ☎28‐2152
◎藤島こりす（藤の花一丁目） ３歳児 7：30～19：00 150人（予定） ☎78‐2588
◎藤島くりくり（藤島） ６か月 7：30～19：00 90人 ☎64‐2167
◎大東（羽黒町手向） ６か月 7：30～18：30 45人 ☎62‐2156
◎貴船（羽黒町後田） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎62‐2155
◎いずみ（羽黒町市野山） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎62‐2153
◎くしびき（上山添） ２か月 7：15～19：00 60人 ☎57‐5081
◎くしびき東部（黒川） ６か月 8：00～18：00 50人 ☎57‐4153
◎くしびき西部（上山添） ３歳児 7：15～19：00 80人 ☎57‐2848
◎くしびき南部（東荒屋） ６か月 8：00～18：00 50人 ☎57‐2845
◎朝日（下名川） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎53‐2969
◎あつみ（温海） ２か月 7：30～18：30 60人 ☎43‐3901
◎鼠ヶ関（鼠ヶ関） ２か月 7：30～18：30 40人 ☎44‐2133
◎山戸（山五十川） ２か月 7：45～17：30 20人 ☎45‐2718
★ニチイキッズつるおか駅前（大宝寺町） ２か月 7：00～19：00 19人 ☎26‐2131
★ニチイキッズつるおか天神（大東町） ２か月 7：00～19：00 19人 ☎26‐7270
★ベビー＆キッズルームばあば・ぱぱ（千石町） ３か月 7：30～18：30 9人 ☎77‐4113
★鈴の音（苗津町） ３か月 7：30～18：30 12人 ☎33‐8455

▷申請書の配布…10月1日○金 から各園
　（表２）、本所子育て推進課及び各地
　域庁舎市民福祉課で配布します
▷�申請書の受付…10月１日○金 ～11月１

日○月 に上記配布場所で受け付けます
（できるだけ第１希望の園へお申し
込みください）
▷�提出書類…認定申請書（入園申込書

を兼ねる）、就労証明書、保育料納
付誓約書、口座振替依頼書等
▷�入園の決定…来年１月下旬に郵送で

通知予定です
※�年度途中の入園希望も､ 受付期間内
にお申し込みください｡ 期間外の申
込みには対応できない場合がありま
す｡

※ 新規受入可能人数以上の申込みがあ　
った場合は、入所の調整をします。

※各園の受入年齢は就学前までですが
　下記の園は受入年齢が異なります。
　〈鶴岡地域〉
　・大山保育園…４歳児まで
　・常念寺保育園分園…１歳児まで
　・地域型保育の４施設…２歳児まで
　〈藤島地域〉
　・藤島くりくり保育園…２歳児まで
　〈櫛引地域〉
　・くしびき保育園…２歳児まで
■１号・２号・３号認定共通
▷ 保育料は保護者の今年度の市民税額

に応じて決まります
▷定員は、現行の認可定員であり、新
　規受入人数ではありません。各園及
　び年齢によって新規受入人数は異な
　り、若干名となる園もあります。ま
　た、受入年齢や保育時間も変更され
　る場合があります
▷ 入園手続き、保育料等の詳細は、申

請書と同時に配布する「入園のてび
き」を参考にしてください

♠＝認定こども園（幼保連携型） 　
♦＝認定こども園（幼稚園型）
♥＝認定こども園（保育所型）  　
◎＝保育所　　★＝地域型保育
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

来年度の認定こども園・幼稚園・保育園等入園児募集について

表１【１号認定の方が利用できる施設】  
園　名 最小受入年齢 保育時間※ 定員 電話番号

♠城南（のぞみ町） 満３歳 8：30～14：00 45人 ☎24‐7164
♠りっしょう（西新斎町） 満３歳 8：00～14：00 15人 ☎33‐8772
♠美咲（美咲町） 満３歳 8：30～14：00 15人 ☎28‐3331
♠ちわら菜の花（茅原） 満３歳 9：00～13：00 15人 ☎26‐7311
♠大宝（大宝寺町） 満３歳 8：30～14：00 60人 ☎22‐1883
♠ちとせはぐくみ（稲生一丁目） 満３歳 8：30～14：00 15人 ☎22‐0742
♠若葉（若葉町） 満３歳 8：30～14：00 15人 ☎22‐2237
♠マリア（馬場町） 満３歳 8：30～14：00 78人 ☎22‐5831

〈♠予定〉新形（新形町） 満３歳 9：00～13：00 15人 ☎23‐2568
♠三瀬（三瀬） 満３歳 9：30～15：00 15人（予定） ☎73‐3500
♦鶴岡（泉町） 満３歳 8：30～14：00 133人 ☎22‐0658

〈♦予定〉みどり（大塚町） 満３歳 8：00～14：00 85人 ☎23‐2350
♦和光（我老林） 満３歳 8：00～14：00 35人 ☎22‐8835
♦いなば（藤島） 満３歳 8：10～14：00 15人 ☎64‐2310
♥美咲の森（美咲町） 満３歳 8：30～14：00 15人（予定） ☎24‐5555
♥にしごう（下川） 満３歳 9：00～14：00 15人 ☎64‐0245

表２【２号・３号認定の方が利用できる施設】 
園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号

♠城南（のぞみ町） ３か月 7：30～19：00 75人 ☎24‐7164
♠りっしょう（西新斎町） ２か月 7：00～19：00 75人 ☎33‐8772
♠美咲（美咲町） ２か月 7：00～19：00 80人 ☎28‐3331
♠ちわら菜の花（茅原） ２か月 7：20～19：00 60人 ☎26‐7311
♠大宝（大宝寺町） ６か月 7：30～18：30 75人 ☎22‐1883
♠ちとせはぐくみ（稲生一丁目） ５か月 7：30～19：00 60人 ☎22‐0742
♠若葉（若葉町） ６か月 7：30～18：30 30人 ☎22‐2237
♠マリア（馬場町） ８か月 7：30～19：00 72人 ☎22‐5831

※預かり保育も行っています。詳しくは各園にお問い合わせください。

■施設利用のための教育・保育給付認定
 「子ども・子育て支援新制度」では、施
設等（認定こども園、幼稚園、保育所、地
域型保育）を利用する場合、教育・保育
給付認定を受ける必要があります。認
定には、子供の年齢や利用希望等によ
って、３つの区分（１号認定〈満３歳
以上・教育標準時間認定〉、２号認定

〈満３歳以上・保育認定〉、３号認定〈満
３歳未満・保育認定〉）があり、区分に
応じて利用できる施設が決まります。
■１号認定での利用の場合
▷�対象…本市に住民登録があり、教育

利用を希望する児童（本市へ転入予　
定の児童も受け付けます）
▷�提出書類…認定申請書（入園申込書

を兼ねる）   　
▷�手続きの流れ…①10月1日○金 から各

園（表１）に直接利用希望の申込み
を行い、入園の内定を受けます（市
への認定申請は、各園を通じて行
われます）  ②来年 1 月下旬に、市
から認定書が交付されます（各園
から入園に関する案内があります）

■２号・３号認定での利用の場合
▷対象…本市に住民登録があり、両親
　が仕事や病気等のため､ 保育を必要
　とする児童（出生予定、本市へ転入
　予定の児童も受け付けます）

　～教育・保育給付認定の流れ～
子供が満３歳以上 子供が満３歳未満

▼ ▼ ▼
幼稚園・認定こども園の
教育利用を希望する

保育園・認定こども園の
保育利用を希望する

保育園・認定こども園・地域型保育の
保育利用を希望する

▼
▼
▼
▼
▼

▼ ▼

両親が仕事や病気等で
保育を必要とする

両親が仕事や病気等で
保育を必要とする

▼ ▼

直接、施設に利用申込みをする。
施設を通じて、

市に認定申請を行う。

市に認定申請及び
入園申込みをする。

申請者の希望、保育園等の状況
などで、市が利用調整を行う。

市に認定申請及び
入園申込みをする。

申請者の希望、保育園等の状況
などで、市が利用調整を行う。

▼ ▼ ▼
１号認定利用 ２号認定利用 ３号認定利用
表１の施設 表２の施設 表２の施設
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新型コロナウイルス感染症対策・支援情報

最大30万円を無利子で貸し付けます

緊急小口資金拡充事業
■�対象　�鶴岡市社会福祉協議会が20万円を上限に

行っている「緊急小口資金」の特例貸付け
を受けていて、追加資金の貸付けを希望す
る方

■�貸付額　１世帯10万円以内（無利子、保証人不要）
■��償還期間　据置期間１年以内、償還期限２年以内
■�受付期間　11月30日○火 まで

生活再建までの間に必要な生活費用を貸し付けます

総合支援資金の特例貸付
■�対象　�収入の減少により生活に困窮し、日常生活

の維持が困難となった方
■�貸付額　�単身世帯…15万円以内　２人以上の世

帯…20万円以内（無利子、保証人不要）
■貸付期間　３か月以内
■償還期間　据置期間１年以内、償還期限10年以内
■�受付期間　11月30日○火 まで

住居を喪失またはその恐れのある方の家賃を補助します

住居確保給付金事業
■�対象　�次のいずれかに該当する方
　　　　①離職・廃業をした日から２年以内
　　　　②�休業等により収入が激減し、離職等と同

程度の状況にある
■支給上限額　�単身世帯…３万5,000円　２人世帯

…４万2,000円　３人～５人世帯…
４万6,000円　６人世帯…４万9,000
円　７人以上世帯…５万5,000円

■支給期間　�３か月間（条件により延長あり）

就労等による自立を図るため、支援金を支給します

生活困窮者自立支援金
■�対象　�①総合支援資金等の再貸付を受けている
　　　　②収入や求職活動等の要件を満たしている
■�支給額　�単身世帯…６万円　２人世帯…８万円
　　　　　３人以上世帯…10万円
■支給期間　３か月
■�受付期間　11月30日○火 まで

収入が減少し、生計の維持が困難となっている方の生活を支援します

資金の貸付け　
問合せ　�鶴岡市社会福祉協議会（にこ♥ふる）
　　　　☎24‐0053

給付金などの支給　
問合せ　��鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」

☎29‐1729、本所福祉課☎内線131

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化しています。市では、下記の支援策に加えて、追加経済対策と
して、３回目となる小規模事業者経営継続支援事業の実施について、９月市議会定例会に提案し可決されま
した。申請方法などの詳細は、本紙や市HP等でお知らせします。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた
め、自粛を余儀なくされていた文化芸術・スポーツ
活動の継続等を支援するため、施設の使用料及び備
品使用料、冷暖房料を減免してきました。
　この度の感染拡大で、活動に影響が出ていること
から、減免する期間を延長します。
■期間　来年３月31日○木 まで
■�対象事業　�①�市民、市内の団体及び学校等が行う

文化芸術活動・スポーツ活動（発表

会、競技大会等）
　　　　　　②�市民の文化芸術・スポーツ振興を図

るための興行やプロスポーツの試合
など

■�減額割合　①… 使用者が高校生以下の場合は８割
減額、それ以外の場合は６割減額

　　　　　　②…５割減額
■対象施設　 荘銀タクト鶴岡、中央公民館、小真木

原総合体育館など30施設

文化芸術・スポーツ振興のための施設利用の減免措置期間を延長します
問合せ　社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4867、スポーツ課☎25‐8131
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

健
康
・
福
祉

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
用
に
助
成
し
ま
す

■日
10
月
１
日
○金
～
来
年
１
月
31
日
○月　

■場
本

市
と
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

契
約
を
し
て
い
る
医
療
機
関　

■対
65
歳
以
上

の
方
ま
た
は
60
歳
～
64
歳
で
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
等
の
内
部
障
害
が
あ
り
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
に
該
当
す
る
方
（
医
療
機
関
で
本

人
確
認
を
し
ま
す
）　

■
助
成
額　

１
、
５

０
０
円
（
接
種
費
用
は
医
療
機
関
で
異
な
り

ま
す
）　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線

３
７
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
自
己
負
担
金
が
無

料
に
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
（
課
税
者

の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
方
を
除
く
）
は
助
成

額
が
２
、
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
（
要
事
前

申
請
〈
■日
９
月
30
日
○木

か
ら
〉）。
申
請
は
本
人

・
家
族
の
ほ
か
、
本
人

の
同
意
に
よ
り
代
理
申

請
も
可
能
で
す

対
象
者
に
は
９
月
末
に
受
診
券
を
送
付�

歯
周
疾
患
検
診
が
始
ま
り
ま
す

■日
10
月
１
日
○金
～
12
月
28
日
○火　

■場
県
歯
科

医
師
会
に
所
属
す
る
実
施
医
療
機
関
（
要
予

約
）　

■対
今
年
度
中
に
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・

70
歳
に
な
る
方
（
40
歳
総
合
健
診
で
受
診
済

み
の
方
を
除
く
）　

■内
問
診
、
歯
周
組
織
検

査　

■費
１
、
５
０
０
円
（
70
歳
は
無
料
。
生

活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
減
免

制
度
あ
り
〈
要
事
前

申
請
〉）　

■持
受
診
券

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６

６
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

平
日
は
時
間
が
取
れ
な
い
方
等
に�

日
曜
日
が
ん
検
診

■日
12
月
５
日
○日　

■
受
付
時
間　

午
前
７
時

30
分
～
９
時　

■場
荘
内
地
区
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー　

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
40
歳
以

上
の
方
で
職
場
の
が
ん
検
診
が
な
い
方
先
着

30
人
（
乳
が
ん
検
診
は
40
歳
以
上
で
今
年
度

偶
数
年
齢
に
な
る
女
性
）　

■内
・
■費
胃
が
ん

…
１
、
０
０
０
円　

大
腸
が
ん
…
５
０
０
円　

肺
が
ん
…
２
０
０
円　

乳
が
ん
…
１
、
２
０

０
円　

■申
10
月
20
日
○水
ま
で
健
康
課
（
に
こ

♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
生
活
保
護
・
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
に
減
免
制
度
あ
り
（
要
事

前
申
請
）

寝
た
き
り
高
齢
者
等
に
紙
お
む

つ
等
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
全
て
に

該
当
す
る
方　

①
65
歳
以
上
、
ま
た
は
40
歳

～
64
歳
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る　

②

在
宅
等
で
介
護
を
受
け
、
常
時
失
禁
状
態
の

寝
た
き
り
等
で
あ
る　

③
本
人
の
市
民
税
が

非
課
税　

■
助
成
対
象
用
品　

紙
お
む
つ
、

尿
取
り
パ
ッ
ド
、
使
い
捨
て
手
袋
、
お
尻
拭

き　

■
助
成
方
法　

市
の
登
録
事
業
所
が
対

象
用
品
を
配
達　

■
助
成
限
度
額　

▽
介
護

保
険
料
第
１
段
階
…
月
額
７
、
０
０
０
円　

▽
同
２
・
３
段
階
…
月
額
５
、
０
０
０
円　

▽
同
４
・
５
段
階
…
月
額
２
、
０
０
０
円

（
40
歳
～
64
歳
の
方
は
本
人
及
び
世
帯
の
課

税
状
況
に
応
じ
て
決
定
）　

■申
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線

１
９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

完
全
予
約
制
で
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

耳
や
手
足
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
巡
回
相
談

■日
10
月
20
日
○水
午
後
１
時
～
３
時　

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
18

歳
以
上
で
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
た
い
方
（
聴
覚
の
み
）、
既
に
交

付
を
受
け
て
い
る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、

補
装
具
の
交
付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治

療
中
の
方
を
除
く
）　

■
相
談
科
目　

聴
覚

（
８
人
）、
肢
体
（
手
帳
を
お
持
ち
の
方
６

人
）　

■持
印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手

帳
（
お
持
ち
の
方
）　

■申
10
月
15
日
○金
～
19

日
○火
に
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
７
３
、
FAX

25
‐
９
５
０
０
ヘ

身
体
障
が
い
者
友
愛
訪
問
事
業

　

身
体
障
害
者
相
談
員
が
、
在
宅
身
体
障
害

者
の
方
の
お
宅
を
訪
問
し
、
日
常
生
活
で
の

困
り
ご
と
や
要
望
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
11
月
30
日
○火
ま
で　

■申
本
所
福
祉
課
☎
内

線
１
３
６
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ

年
金
・
税

今
年
度
の
年
金
額
は
満
額
で
78
万
９
０
０
円�

老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

に
は
、
次
の
全
て
の
期
間
を
合

計
し
て
10
年
以
上
の
期
間
が
必

要
で
す
。
な
お
、
期
間
に
応
じ

て
年
金
額
は
増
減
し
ま
す
。

▽
保
険
料
納
付
期
間　

▽
保
険
料
免
除
・
納

付
猶
予
期
間　

▽
学
生
納
付
特
例
期
間　

▽

厚
生
年
金
等
の
加
入
期
間　

▽
国
民
年
金
第

３
号
被
保
険
者
の
期
間　

▽
任
意
加
入
で
き

る
人
が
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

▼
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
？

　

最
長
で
70
歳
に
な
る
月
の
前
月
ま
で
、
資

格
を
満
た
す
た
め
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

▼
満
額
受
給
で
き
な
い
人
は
？　

　

最
長
で
65
歳
に
な
る
月
の
前
月
ま
で
、
満

額
に
近
づ
け
る
た
め
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

▼
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
受
給

　

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
65
歳

で
す
が
、
本
人
の
希
望
で
60
歳
～
64
歳
で
も
、

年
齢
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
65
歳
以
降
も
減
額
率

は
そ
の
ま
ま
）。
な
お
、
繰
上
げ
請
求
に
よ

っ
て
年
金
受
給
中
の
人
が
、
65
歳
前
に
障
害

者
や
寡
婦
と
な
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金

や
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
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荘内病院からのお知らせ
■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6327

オンライン資格確認を開始します　

　昨年７月８日に、当院は国立がん研究センター
東病院（以下東病院）と医療連携協定を締結しま
した。今年９月末までの約１年間の成果と、今後
の展望についてお知らせします。
〈これまでの成果〉
①�がん相談外来の開設
　昨年11月から、東病院の専門医による診療を
毎月１回行っています。
▷利用件数：35人
■問荘内病院地域医療連携室☎26‐5155
②�東病院への紹介
　状況に応じて、がん相談外来を利用した患者を
東病院に紹介しています。
③�職員の研修等
　がん医療・看護のレベルアップを目的に、東病
院の専門医や専門看護師・認定看護師を講師とし
た研修会等に参加しました。
▷ せん妄ケア研修会、がん看護スペシャリスト研

修、東病院専門認定看護師連絡会ウェブ会議な
ど

〈今後の展望〉
・ 年内には、東病院に当院の電子カルテシステム

を整備し、診療情報を共有することで、より円
滑ながん診療につなげていきます。

・ がん相談外来では、今後東病院で遠隔診療が可
能かどうかの実証研究を行い、将来的には、鶴
岡に住んでいても最先端のがん治療を受けるこ
とができるよう取り組みます。

　

　10月から、当院と湯田川温泉リハビリテーシ
ョン病院で、マイナンバーカードが保険証として
利用できるようになります。利用方法等の詳細は、
荘内病院医事課☎26‐5111内線6120にお問い
合わせください。

　今年 7 月、当院に漢方外来を新設しました。「西
洋医学的診断治療を受けているが改善されない」

「何となく身体の調子が悪い」「薬の副作用に不安
を感じている」といったことはありませんか。漢
方は身体に優しく、副作用が少ないだけでなく、
体質を変えることで病気になりにくい身体を作る
ことができます。
■担当医師
　八木実（日本東洋医学会漢方専門医）
■診療日時
　毎週月曜日午前９時～正午
■対象疾患及び病態
　体力低下、不眠症、神経症、冷え性、更年期、
手足のほてり、アトピー、ぜん息、にきび、むく
み、神経痛、腰痛、関節痛、肥満、虚弱児、発達
障害、夜尿症、がん治療での副作用例　ほか
※ 原因のはっきりしない身体の不調がある場合も

ご相談ください。
■その他
　初診時は紹介状が必要です（当日紹介も可）。
■問荘内病院漢方外来☎26‐5111内線2251

国立がん研究センター東病院との
連携について

漢方外来をご利用ください

市
税
等
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え
た�

不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

　

郵
送
で
の
期
間
入
札
、
振
り
込
み
に
よ
る

支
払
い
の
形
式
で
行
い
ま
す
。
農
業
委
員
会

発
行
の
買
受
適
格
証
明
が
必
要
と
な
る
物
件

に
つ
い
て
は
、
９
月
15
日
時
点
で
買
受
適
格

証
明
を
申
請
し
て
い
る
方
の
み
入
札
が
可
能

で
す
。

■日
10
月
25
日
○月
～
29
日
○金
（
期
間
内
必
着
）　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
１
８　

■他
市
HP

市
税
等
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え
た�

動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

■
公
売
方
法　

Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
競
り
売
り　

■申　

10
月
４
日
○月
午
後
１
時
～
19
日
○火
午
後
11
時　

■
公
売
期
間　

10
月
25
日
○月
午
後
１
時
～
27

日
○水
午
後
11
時　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２

１
７　

■他
滞
納
税
が
納
め
ら
れ
た
場
合
、
中

止
に
な
る
動
産
あ
り
。
市
HP

子
育
て
・
教
育

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　

児
童
手
当
は
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
年
３
回
（
６
月
・
10

月
・
２
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
10
月
に
支
給

さ
れ
る
児
童
手
当
は
、
６
月
～
９
月
分
で
、

10
月
15
日
○金
が
支
給
日
で
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

荘内病院職員募集【令和４年４月１日採用予定】

■募集職種・受験資格

▲ �

薬剤師（大卒程度）…昭和62年４月２日以降
に生まれ、薬剤師免許を取得している方及び令
和４年４月までに取得見込みの方

▲

�診療放射線技師（短大卒程度）…昭和62年４
月２日以降に生まれ、診療放射線技師免許を取
得している方及び令和４年４月までに取得見込
みの方

▲

�管理栄養士（短大卒程度）…昭和62年４月２
日以降に生まれ、管理栄養士免許を取得してい
る方及び令和４年４月までに取得見込みの方

▲ �

社会福祉士（社会人経験者）…昭和57年４月
２日以降に生まれ、社会福祉士資格を有し、民
間企業・団体職員または公務員として社会福祉
分野の業務経験が 5 年以上ある方
■試験日時・会場

▲ �

�適性検査
　11月８日○月 ～21日○日

　全国の試験会場（テストセンター）でオンライ
ン受験　

▲ �

�面接試験（オンライン面接）
　12月５日○日
※受験申込み後に時間を指定します。
■申込み受付

�10月１日○金 ～22日○金 に、申込書を同院総務課へ
（郵送の場合、22日○金 までの消印有効）

▲
市HP「電子申請」からも手続きができます
■試験案内・申込書等の交付

▲

 郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内
請求」と朱書きし、140円分の切手を貼った返
信用封筒（宛先を明記した角形２号封筒。折り
畳んでもかまいません）、応募職種・連絡先の
メモを同封して、同院総務課（〒997‐8515
市内泉町４‐20）へ

▲

 同院HP「職員募集」からダウンロードすること
もできます

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

生
活
・
そ
の
他

10
月
は
ご
み
を
減
ら
す�

３
Ｒ
推
進
月
間

　

市
民
１
人
当
た
り
の
家
庭
ご
み
排
出
量
は
、

近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ご
み
に
な
る

物
を
減
ら
す
リ
デ
ュ
ー
ス（Reduce

）、
い

ら
な
く
な
っ
た
物
も
繰
り
返
し
使
用
す
る
リ

ユ
ー
ス
（Reuse

）、
再
使
用
で
き
な
い
物

も
資
源
と
し
て
再
生
利
用
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

（Recycle

）
の
３
つ
の
頭
文
字
を
取
っ
た

３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
の
実
践
が
、
循
環

型
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
古
着
の
回
収　

リ
ユ
ー
ス
の
推
進
の
た
め
、

10
月
～
来
年
３
月
の
第
３
日
曜
日
午
前
中
に
、

古
着
を
回
収
し
ま
す
。
詳
し
く
は
エ
コ
通
信

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

10
月
は
不
法
投
棄
・
海
岸
漂

着
ご
み
削
減
強
化
月
間

　

不
法
投
棄
防
止
及
び
漂
着
ご
み
の
削
減
を

図
る
た
め
、
監
視
や
啓
発
活
動
を
集
中
的
に

実
施
し
ま
す
。
漂
着
ご
み
の
多
く
は
河
川
か

ら
海
に
流
出
し
た
物
で
す
。
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

10
月
は
食
品
ロ
ス
削
減
月
間

　

家
庭
の
生
ご
み
の
３
割
～
４
割
は
、
食
べ

残
し
や
期
限
切
れ
な
ど
、
本
当
は
食
べ
る
こ

と
が
で
き
た
『
食
品

ロ
ス
』
で
す
。「
も

っ
た
い
な
い
」
を
意

識
し
て
、
食
品
ロ
ス

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

10
月
は
土
地
月
間
～
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
く
届
出
を
忘
れ
ず
に
～

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
売
買
等
を
行
う
場

合
、
契
約
後
２
週
間
以
内
に
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
対
象
面
積
は
、
市
街
化
区
域
で
２
、

０
０
０
㎡
以
上
、
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域

で
５
、
０
０
０
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外

で
１
万
㎡
以
上
で
す
。
な
お
、
相
続
や
贈
与
、

農
地
法
３
条
１
項
に
関
す
る
取
引
等
に
つ
い

て
は
届
出
不
要
で
す
。

　

土
地
は
、
国
民
生
活
や
企
業
の
活
動
等
に

不
可
欠
な
基
盤
で
あ
り
、
貴
重
な
資
源
で
す
。

土
地
の
適
正
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ　

■他
市
HP

10
月
15
日
～
21
日
は
違
反
建
築
防
止
週
間�

建
築
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
違
反
建
築
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い　

▽
着

工
前
に
建
築
確
認
申
請
書
、
完
了
し
た
ら
工

事
完
了
検
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
崖
地
や
災
害
危
険
区
域
内
で
は
、
住
宅
等

の
建
築
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
事
前
に
よ
く
調
べ
ま
し
ょ
う　

▽
カ
ー

ポ
ー
ト
で
も
10
㎡
を
超
え
る
場
合
は
、
確
認

申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４
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価
格
が
分
か
り
ま
す
。
地
価
調
査
書
は
、
本

所
土
木
課
☎
内
線
４
５
８
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
産
業
建
設
課
で
誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
県
HP
で
も

そ
の
内
容
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

庄
内
柿
が
旬
を
迎
え
ま
す　
　
　

10
月
26
日
は
「
柿
の
日
」

　

明
治
28
年
10
月
26
日
に
俳
人
・
正
岡
子
規

が
「
柿
く
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」
と

い
う
句
を
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同

日
が
柿
の
日
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
庄
内
柿
は
霜
害
・
ひ
ょ
う
害
に
よ

る
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
10
月
中
旬
～

下
旬
に
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
甘
み

た
っ
ぷ
り
の
庄
内
柿
を
今
年
も
ぜ
ひ
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
３

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
そ
の
緊
急
情
報
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
、
瞬
時

に
国
か
ら
市
町
村
に
伝
え
ら
れ
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
試

験
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
災
害
と
間
違

え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■日
10
月
6
日
○水
午
前
11
時
頃　

■
放
送
内
容

チ
ャ
イ
ム
音
→
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
」
３
回
→
「
こ
ち
ら
は
、
防
災

つ
る
お
か
で
す
」
→
チ
ャ
イ
ム
音　

■問
本
所

防
災
安
全
課
☎
内
線
６
３
９

者
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
。
市
HP

ツ
キ
ヨ
タ
ケ
や
テ
ン
グ
タ
ケ
な
ど�

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意

　

毎
年
、
毒
キ
ノ
コ
が
原
因
の

食
中
毒
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

中
毒
の
主
な
症
状
は
、
お
う
吐

・
下
痢
・
腹
痛
な
ど
の
消
化
器

系
の
障
害
や
、
瞳
孔
の
収
縮
・
発
汗
・
手
足

の
し
び
れ
・
意
識
の
混
濁
な
ど
の
神
経
系
の

障
害
な
ど
の
ほ
か
、
脱
水
症
状
、
け
い
れ
ん
、

呼
吸
困
難
等
で
、
亡
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
知
ら
な
い
キ
ノ
コ
や
不
安
を
感
じ
る
キ
ノ

コ
は
採
取
し
な
い　

▽
食
べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ

と
こ
れ
に
似
た
毒
キ
ノ
コ
が
混
じ
っ
て
生
え

て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
す
る　

▽
食

べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ
と
思
っ
て
持
ち
帰
っ
て
も
、

調
理
前
に
も
う
１
度
確
認
す
る　

▽
安
易
に

譲
り
渡
し
た
り
譲
り
受
け
た
り
し
な
い　

▽

「
縦
に
裂
け
る
・
虫
が
食
べ
た
跡
が
あ
る
・

塩
漬
け
に
す
る
と
食
べ
ら
れ
る
」
な
ど
の
言

い
伝
え
は
信
じ
な
い　

▽
キ
ノ
コ
を
食
べ
て

体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
食
べ
残
し
な
ど
を

持
っ
て
、
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
１

土
地
売
買
の
際
は 

地
価
調
査
価
格
を
参
考
に

　

地
価
調
査
と
は
、
山
形
県
が
県
内
全
市
町

村
を
対
象
に
、
基
準
地
（
市
内
は
32
地
点
）

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格
を
公
表

す
る
も
の
で
す
。
売
買
対
象
地
の
条
件
と
比

較
す
れ
ば
、
そ
の
土
地
の
お
お
よ
そ
の
適
正

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

②
大
学
等
卒
業
後
、
県
外
で
の
就
業
実
績
が

あ
る　

③
申
請
時
点
で
県
外
に
居
住
し
、
か

つ
県
内
で
就
業
し
て
い
な
い　

④
日
本
学
生

支
援
機
構
第
一
種
・
第
二
種
奨
学
金
、
鶴
岡

市
育
英
奨
学
金
の
い
ず
れ
か
を
利
用
し
、
返

還
残
額
が
あ
る　

⑤
申
請
日
以
降
、
来
年　

10
月
31
日
ま
で
に
市
内
に
居
住
・
就
業
す
る

（
公
務
員
を
除
く
）　

■申
10
月
29
日
○金
ま
で　

■他
市
HP

「
つ
る
お
か
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

パ
ー
ト
ナ
ー
」
募
集

■対
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推

進
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
、

ま
た
は
取
り
組
む
意
欲
が
あ
る
企
業
や
団
体

等　

■内「
つ
る
お
か
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
パ
ー
ト

ナ
ー
登
録
証
」
等
を
交
付
し
、
市
HP
で
取
り

組
み
内
容
等
を
紹
介　

■
申
請
書
類　

登
録

申
込
書
、
宣
言
書　

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎

内
線
５
２
３　

■他
市
HP

家
庭
用
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
導
入
に
向

け
た
モ
ニ
タ
ー
世
帯
を
募
集
し
ま
す

　

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
と
は
、
家
庭
の
流
し
台

の
下
に
取
り
付
け
、
生
ご
み
を
水
と
一
緒
に

細
か
く
砕
い
て
直
接
下
水
道
に
流
し
出
す
設

備
で
す
。
現
在
は
本
市
で
の
設
置
を
認
め
て

い
ま
せ
ん
が
、
将
来
的
な
導
入
に
向
け
て
調

査
す
る
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■対
公
共
下
水
道
ま
た
は
集
落
排
水
に
接
続
し

て
い
て
、
台
所
に
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
を
取
り

付
け
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
協
力
し
て
く
れ

る
12
世
帯　

■問
10
月
22
日
○金
ま
で
上
下
水
道

部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０
へ　

■他
応
募

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く�����

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　

市
で
は
10
月
を
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
強

化
月
間
と
し
て
、
同
法
に
基
づ
く
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。
建
築
物
等
を
解
体
す
る

と
き
は
届
出
を
し
、
分
別
解
体
及
び
再
資
源

化
を
適
正
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
５
７

県
産
米
と
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
を
贈
呈
し
ま
す�����

令
和
３
年
度
や
ま
が
た
結
婚
応
援
事
業

■対
令
和
３
年
４
月
１
日
～
４
年
３
月
25
日
に

県
内
市
町
村
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、
県
内
に

住
ん
で
い
る
夫
婦　

■
贈
呈
品　

県
産
米

（
つ
や
姫
・
雪
若
丸
・
は
え
ぬ
き
の
キ
ュ
ー

ブ
セ
ッ
ト
）、
県
産
品
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト

■
申
請
方
法　

県
指
定
の
様
式
で
申
請　

■問

本
所
地
域
振
興
課
☎
内
線
５
８
７　

■他
県
HP

若
者
の
地
元
回
帰
・
定
着
を
促
進�

県
と
市
で
奨
学
金
の
返
還
を
支
援
し
ま
す

▼
や
ま
が
た
就
職
促
進
奨
学
金
返
還
支
援
事

業
（
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
枠
）
追
加
募
集　

■
支

援
額　

県
内
に
居
住
・
就
業
後
３
年
の
間
に

貸
与
機
関
に
返
還
し
た
額
（
上
限
60
万
円
）

■申
管
理
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
１　

▼
つ
る
お
か
エ
ー
ル
奨
学
金
返
済
支
援
事
業

（
社
会
人
応
募
枠
）
追
加
募
集　

■
支
援
額　

市
内
に
居
住
し
た
時
点
で
の
返
済
残
額
相
当

額
（
上
限
あ
り
）　

■申
本
所
政
策
企
画
課
☎

内
線
５
６
５

▼
共
通　

■
主
な
要
件　

①
35
歳
以
下
（
昭

和
61
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
で
あ
る
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

　10月10日○日 は鶴岡市長・鶴岡市議会議員選挙の投票日です

投票所においでになる選挙人の方へ
▷�マスクを着けておいでください　
▷�手指の消毒にご協力ください
▷�周囲の人と一定の間隔を保ってください
▷�持参した鉛筆またはシャープペンシルを使用でき

ます（消毒済みの鉛筆も準備しています）
▷�混雑が予測される時間帯を市HPで案内しますの

で、来場時の参考にしてください

��投票所で実施する感染拡大防止対策
▷�入り口にアルコール消毒液を設置します
▷�投票管理者・立会人はマスクを着用します
▷���受付や投票用紙交付の際、事務従事者はマスク・

手袋を着用します
▷�飛沫

まつ

感染予防のための仕切板を設置します
▷定期的に換気を実施します
▷�記載台、鉛筆等を定期的に消毒します

■問本所選挙管理委員会事務局☎内線641または各地域庁舎総務企画課へ

選挙啓発標語最優秀作品

鶴岡の未来　きりひらこう　あなたの一票で （鶴岡三中３年　太田愛子さん）

■投票時間　
　 午前７時～午後８時（小堅、中川代及び朝日・温海地域の投票所は午後７時まで）

■期日前投票所を開設します　
　混雑緩和のため、入場券の宣誓書欄
に必要事項（投票事由等）を事前に記
入してから投票所においでください。

〇開設期間　10月４日○月 ～９日○土
〇時間・場所　 市役所本所１階ロビー…午前８時30分～午後８時

各地域庁舎…午前８時30分～午後７時

■新型コロナウイルス感染症で宿泊や自宅療養等をされている方の投票方法　
　新型コロナウイルス感染症で外出自粛要請等により療養されている方は、郵便を利用して投票を行う「特
例郵便等投票」ができるようになりました。詳しくは本所選挙管理委員会事務局にお問い合わせください。

��開票所に参観においでになる方へ
▷マスクを着けておいでください
▷�入り口にアルコール消毒液を準備しますので、手指の消毒にご協力ください
▷�発熱やせき等の症状がある場合は、参観を控えてください
▷収容人数超過のときは、入場をお断りする場合があります

■開票について　
〇時間　10月10日○日 午後９時開始予定
〇場所　小真木原総合体育館（参観場所：４階観覧席）

10
月
11
日
～
20
日
は
全
国
地
域
安
全
運
動�

み
ん
な
で
作
ろ
う
安
心
の
街

　

地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
を
防
止
し
、
安
全
で

住
み
よ
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽
万
引
き
は
「
窃
盗
」
と
い
う
犯
罪
で
す
。

大
人
も
子
供
も
、
万
引
き
は
絶
対
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
見
逃
さ
な
い　

▽
鍵
掛
け
は
全

て
の
防
犯
の
基
本
で
す
。
家
族
み
ん
な
で
話

し
合
い
ま
し
ょ
う　

▽
自
転
車
盗
難
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
必
ず
施
錠
。
防
犯
登
録
も
忘
れ

ず
に
、
自
転
車
保
険
加
入
も
義
務
で
す

▼
子
供
を
守
ろ
う
「
い
か
の
お
す
し
」

▽
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て〝
い
か
〟な
い　

▽

知
ら
な
い
人
の
車
に〝
の
〟ら
な
い　

▽「
助

け
て
」
と〝
お
〟お
き
な
声
を
出
す　

▽
安
全

な
場
所
に〝
す
〟ぐ
逃
げ
る　

▽
近
く
の
人
、

警
察
、
家
の
人
、
学
校
に〝
し
〟ら
せ
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
３
９　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
で
整
備
し
ま
し
た
。

▼
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業　

■内
ポ
ー

タ
ブ
ル
発
電
機
ほ
か
防
災
資
機
材
（
今
泉
住

民
会
自
主
防
災
会
）　

■問
本
所
防
災
安
全
課

☎
内
線
１
８
６

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業　

■内
会
議
用
テ
ー
ブ
ル

ほ
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
用

備
品
の
整
備（
越
沢
自
治
会
）　

■問
温
海
庁
舎
総
務
企
画
課
☎

43
‐
４
６
１
１
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櫛引 宝谷かぶの焼き畑・播
は

種作業

伝統の焼畑農法で作られる在来作物・宝
谷かぶ。地区内外の有志たちが、急斜面
で足を踏ん張り懸命に作業しました。

８.16

＜宝谷地区＞

羽黒 「秘
ヒ ミ ツ

奥深密の湯殿山 語られぬ山の物語」ギャラリートーク

貴重な展示品について学芸員が解説。「語
るなかれ、聞くなかれ」といわれる湯殿
山の秘密について理解を深めました。

９.11

＜いでは文化記念館＞

で き ご と

ま ち の

ト ピ ツ ク ス

つほ と

温海 道の駅「あつみ」しゃりんオープン30周年記念行事

８.22

＜道の駅「あつみ」しゃりん＞

記念切符の配布や地元特産品の抽せん会
が行われました。参加者は当たった麦切
りなどを手にうれしそうにしていました。

藤島 消防署藤島分署 新庁舎開署

同じ敷地内に移転改築し、消防車と救急
車を１台ずつ配備。「地域の皆さんが安全
に安心して暮らせるまちを作ります！」

８.24

＜消防署藤島分署＞

鶴岡 藩主の宝、藩士の宝

旧庄内藩主酒井家や藩士の家に伝わる武
具・掛け軸・茶道具等を展示。訪れた人
は庄内の歴史の奥深さを感じていました。

９.３
～
10.19

＜致道博物館＞
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■費
大
人
…
５
０
０
円　

子
供
…
３
０
０
円

（
別
途
ナ
メ
コ
代
）　

■申
10
月
10
日
○日
ま
で
山

形
庄
内
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会

丑
歳
御
縁
年
記
念　
　
　
　
　
　

湯
殿
山
本
宮
と
即
身
仏
寺
を
巡
る

■日
10
月
23
日
○土
午
前
８
時
45
分
～
午
後
２
時

（
い
で
は
文
化
記
念
館
集
合
）　

■場
湯
殿
山
信

仰
ゆ
か
り
の
地
等
（
バ
ス
移
動
あ
り
）　

■定

15
人　

■師
勝
木
正
人
氏
（
手
向
地
区
自
治
振

興
会
長
）　

■費
２
、
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■申
10
月
18
日
○月
ま
で
同
館
☎
62
‐
４
７
２
７

へ
関
川
秋
の
産
物
販
売
会

■日
10
月
23
日
○土
・
24
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

３
時
（
24
日
は
午
後
２
時
ま
で
）　

■場
関
川

し
な
織
セ
ン
タ
ー
周
辺　

■内
し
な
織
製
品
展

示
・
販
売
、
し
な
織
体
験
、
地
元
産
農
産
物

販
売
等　

■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
47
‐
２
５
０
２

庄
内
空
港
開
港
30
周
年　
　

感
謝
コ
ー
ナ
ー

■日
10
月
23
日
○土
・
24
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

４
時　

■場
イ
オ
ン
モ
ー
ル
三
川
（
三
川
町
）

■内
Ａ
Ｎ
Ａ
就
航
先
物
産
展
、
庄
内
空
港
30
周

年
企
画
展
示
等　

■問
庄
内
空
港
利
用
振
興
協

議
会
☎
66
‐
５
４
４
２

温
海
嶽
閉
山
祭　
　
　
　
　

紅
葉
ブ
ナ
の
森
登
山
会

■日
10
月
24
日
○日
午
前
７
時
30
分
～
午
後
２
時

長
沼
温
泉
ぽ
っ
ぽ
の
湯
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業 

俳
句
で
ハ
イ
ク

■日
10
月
15
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■場
長
沼
温

泉
ぽ
っ
ぽ
の
湯
等　

■定
先
着
30
人　

■内
吟
行
、

作
句
、作
句
指
導
等　

■師
阿
部
月
山
子
氏（
俳

人
）　

■申
10
月
13
日
○水
ま
で
同
温
泉
☎
64
‐

４
１
２
６
へ　

■他
入
浴
割
引
券
進
呈

松
ヶ
岡
開
墾
１
５
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト 

松
ヶ
岡
音
楽
祭

▼
邦
楽
ラ
イ
ブ　

■日
10
月
16
日
○土
午
後
３
時　

■
出
演　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
チ
コ
ー
ニ
ア
、

山
形
県
大
正
琴
・
文
化
箏
愛
好
会
、佳
興
の
会

▼
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ラ
イ
ブ　

■日
10
月
23
日
○土
午
後

４
時　

■
出
演　

松
本
健
一
（
サ
ッ
ク
ス
）、

若
林
美
沙
（
ベ
ー
ス
）

▼
共
通　

■場
松
ヶ
岡
開
墾
場　

■定
庄
内
地
域

在
住
の
方
各
日
先
着
50
人　

■申
各
日
前
日
ま

で
に
応
募
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
本
所

政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
６
へ

金
峰
少
年
自
然
の
家　
　
　
　
　

エ
ン
ジ
ョ
イ
金
峯
山
登
山

■日
10
月
23
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　

■定
先
着
20
人　

■費
20
円
（
保
険
代
）　

■持
昼

食
等　

■場
・
■申
10
月
13
日
○水
ま
で
同
館
☎
24

‐
２
４
０
０
へ

全
国
一
斉
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
日 

森
の
に
こ
に
こ
ピ
ー
ス
さ
が
し
と
お
い
し
い
ナ
メ
コ

■日
10
月
17
日
○日
午
前
９
時
（
タ
キ
タ
ロ
ウ
館

集
合
）　

■場
大
鳥
地
区　

■定
先
着
15
人　

■内

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
ナ
メ
コ
の
収
穫
体
験

「
つ
る
お
か
ひ
ょ
う
げ
ん
の

花
２
０
２
１
」
展

■日
10
月
１
日
○金
～
10
日
○日
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

■内
市
内
の
障
害
が
あ
る
方
の
作
品
展
示
等

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６
ま
た
は
障
害

者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
７
９
４
へ

チ
ェ
リ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

山
形
２
０
２
１

■日
・
■内
10
月
２
日
○土
～
10
日
○日
…
展
示
発
表　

２
日
○土
・
３
日
○日
…
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
県

民
交
流
コ
ー
ナ
ー　

３
日
○日
午
前
10
時
…
講

演
会
（
要
申
込
み
）　

■場
遊
学
館
（
山
形
市
）　

■問
山
形
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
チ
ェ

リ
ア
」
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐
７
７
５
１

■他
HP〝

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟　　
　
　

ぬ
り
え
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
作
品
展
示
会

■日
10
月
８
日
○金
～
18
日
○月
午
前
10
時
～
午
後

6
時
（
初
日
は
午
後
１
時
か
ら
。
最
終
日
は

正
午
ま
で
）　

■場
エ
ス
モ
ー
ル　

■内
保
育
園

児
の
作
品
展
示　

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１

２
５
２や

ま
が
た
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
２
１

■日
10
月
９
日
○土
・
10
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
10
日
は
午
後
２
時
ま
で
）　

■場
な
の

花
ホ
ー
ル
（
三
川
町
）　

■内
県
内
生
産
者
が

栽
培
し
た
花
の
展
示
・
販
売　

■問
庄
内
総
合

支
庁
農
業
振
興
課
☎
66
‐
５
５
１
９

催
し

産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー　
　
　

き
の
こ
ま
つ
り

■日
10
月
24
日
○日
ま
で
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日

■内
キ
ノ
コ
汁
（
持
ち
帰
り
の
み
）・
山
の
幸

販
売　

■場
・
■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐

１
４
５
５

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
鶴
岡
市
所
蔵
作
品
展 

遠
く
、
近
く
、
描
く
。

■日
12
月
26
日
○日
ま
で
の
午
前
9
時
～
午
後
５

時
30
分　

■内
安
部
栄
作
、
伊
藤
喜
久
井
、
三

井
永
一
等
、
郷
土
作
家
の
美
術
作
品
展
示

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

市役所電話番号は本紙４ページ・裏表紙をご覧ください
新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
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目
立
て
・
操
作
講
習
、
カ
ブ
の
収
穫
体
験
等　

■費
５
０
０
円　

■申
10
月
13
日
○水
ま
で
本
所
農

山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
１
７
へ

鶴
岡
市
芸
術
祭（
11
月
の
日
程
）

▼
荘
内
書
道
展
覧
会　

■日
11
月
５
日
○金
～
７

日
○日
午
前
10
時
～
午
後
５
時　

■場
鶴
岡
ア
ー

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
劇
団
だ
い
こ
ん
座
公
演　

■日
11
月
６
日
○土

午
後
１
時
30
分
・
６
時
30
分　

■場
中
央
公
民

館　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
・

高
校
生
…
５
０
０
円

▼
表
現
舎
刻
一
刻　

夢
一
座
劇
場　

■日
11
月

７
日
○日
正
午　

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■費
指

定
席
…
２
、
５
０
０
円　

自
由
席
…
２
、
０

０
０
円

▼「
み
ん
な
の
音
楽
会
」
創
立
75
周
年
鶴
岡

放
送
児
童
合
唱
団
定
期
演
奏
会　

■日
11
月
13

日
○土
午
後
２
時　

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■費

大
人
…
６
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
０
０

円▼
山
琴
箏
会
公
演
「
燦
燦
」　

■日
11
月
14
日

○日
午
後
１
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館

▼
ス
イ
ン
グ
・
ク
レ
イ
ン
ズ
・
ジ
ャ
ズ
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会　

■日
11
月
14
日
○日

午
後
６
時
30
分　

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■費

大
人
…
２
、
０
０
０
円　

学
生
…
１
、
０
０

０
円　

小
学
生
以
下
…
無
料　

▼
鶴
岡
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会　

■日
11
月
21

日
○日
午
後
２
時　

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■費

大
人
…
５
０
０
円　

小
学
生
以
下
…
無
料

▼
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
チ
コ
ー
ニ
ア
演
奏
会
～

祈
り
の
残
照
・
大
航
海
時
代
の
西
洋
と
日
本

３
時　

■場
ま
や
の
や
か
た　

■内
越
沢
三
角
そ

ば
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
（
１
、
２
０
０
円
、

各
日
限
定
２
５
０
食
）、
特
産
品
販
売
等

■申
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

▼
ふ
る
さ
と
む
ら
宝
谷
新
そ
ば
ま
つ
り　

■日

10
月
31
日
○日
午
前
11
時
～
午
後
２
時　

■場
ふ

る
さ
と
む
ら
宝
谷　

■内
新
そ
ば
提
供
（
５

０
０
円
）、
特
産
品
販
売　

■問
ふ
る
さ
と
む

ら
宝
谷
☎
57
‐
４
４
１
５
ま
た
は
櫛
引
庁
舎

産
業
建
設
課
☎
57
‐
２
１
１
４
へ

▼「
田
川
森
の
ふ
る
さ
と
村
」
新
そ
ば
ま
つ

り　

■日
11
月
３
日
○水
午
前
10
時
～
午
後
２
時

■場
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■内
新
そ

ば
提
供
（
５
０
０
円
）、
特
産
品
販
売
等

■問
Ｊ
Ａ
鶴
岡
田
川
支
店
☎
35
‐
２
０
１
１

ド
ン
グ
リ
ポ
ッ
ト
作
り
等
を
行
い
ま
す　
　
　

つ
る
お
か
森
の
時
間 

森
を
育
て
る
体
験

■日
10
月
30
日
○土
午
前
８
時
10
分
～
午
後
３
時

30
分　

■場
朝
日
地
域　

■定
20
人　

■費
高
校
生

以
上
…
６
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
４
０
０

円　

■申
10
月
１
日
○金
～
７
日
○木
に
グ
ー
グ
ル

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
本
所
環
境
課
☎

内
線
７
２
０
へ

出
羽
街
道
路
乃
茶
屋「
キ
ラ
リ
」

紅
葉
ま
つ
り
20
周
年
記
念

■日
10
月
30
日
○土
・
31
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

４
時　

■場
・
■問
同
茶
屋
☎
47
‐
２
５
８
８

山
の
活
動
体
験
事
業

■日
10
月
30
日
○土
午
前
９
時
（
市
役
所
本
所
集

合
）
　
■場
田
川
地
区　

■内
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

30
分
（
温
海
温
泉
熊
野
神
社
集
合
）　

■定
先

着
30
人　

■費
１
、
０
０
０
円
（
小
学
生
以
下

無
料
）　

■持
昼
食
等　

■問
10
月
15
日
○金
ま
で

あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ

木
登
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？　
　
　

蝦
夷
館
公
園
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
体
験

■日
10
月
24
日
○日
午
前
９
時　

■場
同
公
園　

■対　

小
学
３
年
生
以
上
の
方
先
着
30
人　

■持
滑
り

止
め
付
き
軍
手
等　

■申
10
月
18
日
○月
ま
で
手

向
地
区
自
治
振
興
会
☎
62
‐
２
１
２
８
へ

つ
る
お
か
新
そ
ば
ま
つ
り

■日
10
月
24
日
○日
～
12
月
５
日
○日　

■問
本
所
農

政
課
☎
内
線
５
７
０　

■他
市
HP

▼
庄
内
あ
さ
ひ
新
そ
ば
ま
つ
り　

▽
in
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
（
予
約
制
）　

■日

10
月
24
日
○日
・
31
日
○日
午
前
10
時
30
分
・
11

時
30
分
・
午
後
０
時
30
分　

■内
ざ
る
そ
ば
・

山
菜
な
め
こ
そ
ば
・
天
ぷ
ら
そ
ば
セ
ッ
ト
の

提
供
（
各
１
、
０
０
０
円
。
各
時
間
限
定
50

食
） 　

■場
・
■申
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐

１
４
５
５

▽
in
大
梵
字　

■日
・
■内
10
月
30
日
○土
午
前
10

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
…
天
ざ
る
そ
ば
・

大
盛
ざ
る
そ
ば
の
提
供
（
各
１
、
０
０
０
円
。

限
定
１
５
０
食
）　

11
月
３
日
○水
～
12
月
５

日
○日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
…
限

定
メ
ニ
ュ
ー
新
そ
ば
御
膳
の
提
供
（
１
、
５

０
０
円
。
各
日
限
定
20
食
。
要
予
約
）　

■場

・
■問
そ
ば
処
大
梵
字
☎
53
‐
３
４
１
３

▼
越
沢
新
そ
ば
ま
つ
り
（
完
全
予
約
制
）

■日
10
月
30
日
○土
・
31
日
○日
午
前
９
時
～
午
後

～　

■日
11
月
21
日
○日
午
後
２
時　

■場
東
田
川

文
化
記
念
館

▼
鶴
岡
剣
聖
会
「
剣
と
扇
と
舞
」　

■日
11
月

23
日
○火
午
後
１
時　

■場
中
央
公
民
館

▼
鶴
岡
土
曜
会
混
声
合
唱
団
定
期
演
奏
会

■日
11
月
27
日
○土
午
後
７
時　

■場
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

小
学
生

以
上
…
５
０
０
円　

▼
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

■日
11
月
28
日
○日
午
前
10
時　

■場
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡

▼
共
通　

■問
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
事
務
局

☎
57
‐
２
０
０
８　

■他
HP

ア
ウ
ト
ド
ア
恋
活
イ
ベ
ン
ト　
　
　
　
　

つ
る
お
か
恋
す
る
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

■日
11
月
7
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
6
時
30
分

（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■場
大
鳥
自
然
の
家　

■対
20
歳
～
45
歳
の
独
身
男
女　

■内
自
然
体
験

等　

■費
３
、
０
０
０
円　

■申
本
所
地
域
振
興

課
☎
内
線
５
８
７

ド
ン
グ
リ
植
樹
や
た
め
池
周
辺
の
散
策
を
し
ま
す

熊
野
長
峰
秋
の
森
づ
く
り
活
動

■日
11
月
７
日
○日
午
前
９
時　

■場
上
郷
地
区

■師
菊
池
俊
一
氏
（
山
大
農
学
部
准
教
授
）

■申
10
月
22
日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課

☎
内
線
５
１
７
へ　

■他
荒
天
時
は
屋
内
活
動

庄
内
地
域
在
住
の
外
国
出
身
者
が
発
表
し
ま
す

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
in
庄
内

■日
11
月
７
日
○日
午
前
10
時　

■場
な
の
花
ホ
ー

ル　

■定
先
着
50
人　

■申
三
川
町
企
画
調
整
課

☎
35
‐
７
０
１
３
ま
た
は
申
込
み
フ
ォ
ー
ム

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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鶴
岡
市
こ
こ
ろ
元
気
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー

■日
10
月
28
日
○木
午
後
３
時　

■場
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■内
講
演
「
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
働
き
盛
り
世
代
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
～
自
分
自
身
・
職
場
・
地
域
で
で

き
る
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
～
」
安
保
寛
明

氏
（
県
立
保
健
医
療
大
学
大
学
院
教
授
）、

情
報
提
供
・
交
換　

■申
10
月
４
日
○月
～
20
日

○水
に
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６

４
へ　

■他
オ
ン
ラ
イ
ン（
Z
ｏ
ｏ
ｍ
）参
加
可

鶴
岡
弓
友
会　
　
　
　
　
　

弓
道
体
験
教
室

■日
11
月
２
日
～
26
日
の
毎
週
火
曜
・
金
曜
日

午
後
７
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■費
３
、
０
０

０
円　
　

　
　

鶴
岡
山
岳
会　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会

■日
11
月
３
日
○水
午
後
１
時　

■場
藤
島
体
育
館

■対
小
・
中
学
生　

■申
10
月
27
日
○水
ま
で

鶴
岡
市
応
援
デ
ー 

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
Ｖ
Ｓ
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

▼
試
合　

■日
11
月
３
日
○水
午
後
２
時　

■場
Ｎ

Ｄ
ソ
フ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
（
天
童
市
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

■日
10
月
５
日
～
11
月
2

日
の
月
曜
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■対
市
民
及
び
市

内
に
勤
務
す
る
方　

■
席
種　

バ
ッ
ク
ス
タ

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

10
月
、
11
月
の
毎
週
２
回
午
後
２
時
・
７
時　

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

10
月
14
日
○木
、
11
月
11
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４

３
１
１
）　

■日
10
月
19
日
○火
午
後
２
時
30
分
、

11
月
16
日
○火
午
後
７
時　

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
１
０
円　

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

家
族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い

■日
10
月
14
日
○木
午
前
10
時
30
分　

■場
エ
ス
モ

ー
ル　

■内
ミ
ニ
講
話
「
栄
養
た
っ
ぷ
り
な
食

事
を
学
ぼ
う
♪
」、
交
流
会　

■申
10
月
７
日

○木
ま
で
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33
‐
８
７
３
０
へ

が
ん
患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
の
た
め
の
交
流
会 

ほ
っ
と
広
場

■日
10
月
16
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
先
着
20
人　

■内
簡
単
フ
ッ
ト
ケ
ア
マ
ッ
サ
ー
ジ　

■申
同
院

内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三

川
☎
26
‐
５
１
８
０

て
く
て
く
健
康
「
里
山
あ
る
き
」 

丑
年
ご
縁
年
詣
で
湯
殿
山
参
道
を
行
く

■日
10
月
23
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所
本

所
集
合
。
全
員
バ
ス
利
用
）　

■場
湯
殿
山
有

料
道
路
入
口
→
仙
人
沢
→
湯
殿
山
神
社
→
仙

人
沢
（
５
㎞
）　

■定
50
人　

■費
１
、
０
０
０

円　

■申
10
月
11
日
○月
～
18
日
○月
に
ス
ポ
ー
ツ

課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ　

■他
小
学
生
以
下
保

護
者
同
伴
。
市
HP

０
円　

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

障
害
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
等　

■問
同

セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
７
９
４

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
参
加
者
募
集

■日
10
月
４
日
・
18
日
・
25
日
、
11
月
１
日
・

15
日
・
29
日
の
月
曜
日
午
後
７
時
30
分　

■師

鶴
岡
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会　

■費
１
、
２
０
０

円
（
月
払
い
）、
５
０
０
円
（
一
回
払
い
）

■場
・
■申
同
ク
ラ
ブ
☎
53
‐
３
３
０
２

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
元
気
サ
ロ
ン

■日
10
月
６
日
○水
・
27
日
○水
、
11
月
３
日
○水
・

24
日
○水
午
後
１
時
～
３
時
、
11
月
１
日
○月
午

後
７
時
～
９
時　

■場
楽
家　

■問
ぼ
ら
ん
た
す

☎
33
‐
８
７
３
０

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　
　

利
用
資
格
講
習
会

■日
10
月
６
日
○水
・
22
日
○金
、
11
月
10
日
○水
・

19
日
○金
、
12
月
１
日
○水
午
後
７
時　

■対
高
校

生
以
上　

■費
３
１
０
円　

■場
・
■申
藤
島
体
育

館
☎
64
‐
２
１
４
３

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
10
月
11
日
○月
、
11
月
８
日
○月
午
後

７
時
、
20
日
○土
午
前
10
時
30
分

へ　

■他
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Z
ｏ
ｏ
ｍ
）

同
時
配
信
あ
り

誰
も
が
共
に
生
き
共
に
笑
い
合
え
る
社
会
を
目
指
し
て

『
咲
む（
え
む
）』の
映
画
上
映

■日
11
月
21
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
出
羽
庄

内
国
際
村　

■費
大
人
…
１
、
２
０
０
円　

学

生
…
１
、
０
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５
０

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

酒井家庄内入部400年記念プレ事業講演会
■問本所政策企画課☎内線525

■日10月31日○日 午後１時　
■場グランドエル・サン　
■定200人（申込み多数の場合は抽せん）　
■内◆講演
　　「不屈の庄内」　
　　本郷和人氏（東京大学
　　史料編纂所教授）
　◆パネルディスカッション
　　「将来へつなぎたい庄内の文化」
　　上野由部氏（黒川能下座第20代）　　
　　荻原和歌氏（鶴岡市観光大使）
　　小鈴氏（舞妓茶屋相馬樓芸妓）

■申10月14日○木 まで、次の①～④のいず
　れかの方法で申込み
　①はがきで申込み…氏名・住所・電話
　　番号を記入し同課へ（１通につき２
　　人まで応募可）。14日○木 必着
　②FAXで申込み…同課FAX25‐2990
　③公式サイト応募フォーム
　　から申込み
　④同課カウンターに設置の所定の用紙
　　で申込み
　※当せん者には、10月22日○金 までに
　　入場券を発送します。
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▼
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型
遊
び

場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■日
11

月
６
日
○土
、
12
月
５
日
○日
午
前
９
時
～
正
午

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
同
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！　
　

フ
ォ
ト
ア
ー
ト〝
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
〟

■日
10
月
15
日
○金
午
前
10
時　

■対
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
先
着
10
組　

■内
身
体
測
定
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
写
真
撮
影　

■持
バ

ス
タ
オ
ル
等　

■場
・
■申
10
月
１
日
○金
か
ら
南

部
児
童
館
☎
64
‐
１
９
０
０
へ

大
山
児
童
館 

き
ん
ぼ
う
秋
さ
が
し

■日
10
月
16
日
○土
午
前
９
時
20
分（
同
館
集
合
）　

■場
金
峰
少
年
自
然
の
家　

■対
小
学
生
20
人

■費
３
５
０
円　

■申
大
山
児
童
館
☎
38
‐
０
２

６
０小

学
生
の
た
め
の
図
書
館
講
座
昆
虫
講
座　

ス
ロ
ー
動
画
で
見
た
ら
も
っ
と
す
ご
い
ぜ
昆
虫
！

■日
10
月
16
日
○土
午
前
10
時　

■対
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
先
着
12
組　

■師
高
嶋
清
明
氏
（
昆

虫
写
真
家
）　

■場
・
■申
10
月
５
日
○火
か
ら
図

書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５
へ

ひ
と
り
親
家
庭
対
象　
　
　
　
　
　
　

親
子
で
楽
し
む
秋
の
恵
み
と
里
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■日
10
月
17
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場

湯
田
川
地
区　

■対
小
学
生
以
上
の
子
供
が
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
先
着
10
組　

■内
野
外
活
動
、

屋
内
創
作
活
動　

■費
１
人
５
０
０
円　

■申
10

月
８
日
○金
ま
で
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線

１
５
２
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

10
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ

■日
10
月
23
日
○土
午
前
10
時
・
11
時　

■対
幼
児

～
小
学
校
低
学
年
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
各

回
15
人　

■内
ス
タ
ン
プ
で
バ
ッ
グ
作
り　

■費

１
０
０
円　

■場
・
■申
10
月
12
日
○火
～
22
日
○金

に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

松
ヶ
岡
開
墾
１
５
０
年
記
念
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

親
子
で
学
ぶ
鶴
岡
の
絹
【
染
】

■日
10
月
24
日
○日
、
11
月
７
日
○日
午
前
10
時
、

午
後
２
時　

■場
松
ヶ
岡
開
墾
場　

■対
庄
内
地

域
在
住
の
親
子
各
回
先
着
５
組　

■内
手
捺な
っ
せ
ん染

に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ン
カ
チ
の
制
作　

■申

各
日
３
日
前
ま
で
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線

５
２
５
へ

す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
公
開
講
演
会

■日
11
月
13
日
○土
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
会
場
…
50
人　

オ
ン
ラ
イ
ン
…
50
人　

■内

な
ん
と
か
し
た
い
！
子
ど
も
の
イ
ヤ
イ
ヤ
・

親
の
イ
ラ
イ
ラ　

よ
り
良
い
親
子
関
係
を
育

む
た
め
に
～
前
向
き
子
育
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
＊

ト
リ
プ
ル
Ｐ
～　

■師
澤
田
い
ず
み
氏
（
札
幌

医
科
大
学
准
教
授
）　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
内
線
３
７
２

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念
プ
レ
事
業

親
子
で
参
加
！
こ
ど
も
記
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■日
11
月
20
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■場

子
育
て
・
子
供
向
け

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■日
10
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
、
11
月

10
日
・
17
日
・
24
日
、
12
月
１
日
の
水
曜
日

午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住

の
授
乳
期
の
母
親　

■持
母
子
健
康
手
帳
、
赤

ち
ゃ
ん
と
の
外
出
に
必
要
な
も
の
（
バ
ス
タ

オ
ル
、
オ
ム
ツ
等
）　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
内
線
３
７
４

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
10
月
14
日

○木
午
前
10
時　

②
11
月
12
日
○金
午
前
10
時

■対
未
就
園
児
（
①
令
和
３
年
４
月
～
６
月
生

ま
れ　

②
３
年
５
月
～
７
月
生
ま
れ
）
と
そ

の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え
る
妊
婦
各

日
25
組　

■内
①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
■師
上

野
和
佳
氏
）　

②
触
れ
合
い
遊
び　

■持
バ
ス

タ
オ
ル　

■申
①
10
月
８
日
○金
ま
で　

②
10
月

26
日
○火
～
11
月
９
日
○火

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
10
月
22
日
○金
午

前
10
時　

②
11
月
29
日
○月
午
前
10
時　

■対
未

就
園
児
（
①
令
和
２
年
10
月
～
３
年
３
月
生

ま
れ　

②
２
年
11
月
～
３
年
４
月
生
ま
れ
）

と
そ
の
保
護
者
各
日
25
組　

■内
①
音
楽
を
楽

し
も
う
！
（
■師
蛸
井
美
羽
鳥
氏
〈
バ
イ
オ
リ

ン
奏
者
〉）　

②
触
れ
合
い
遊
び
、
歯
の
お
話

（
■師
歯
科
医
師
）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
10

月
19
日
○火
ま
で　

②
11
月
10
日
○水
～
24
日
○水

ン
ド　

■費
１
、
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
向

け
無
料
入
場
券
あ
り
）　

■他
試
合
会
場
で
の

当
日
販
売
あ
り　

▼
共
通　

■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１

ひ
き
こ
も
り
の
方
を
抱
え
る
家
族
の
方
へ 

ひ
き
こ
も
り
の
方
の
家
族
研
修
会

■日
11
月
７
日
○日
午
後
１
時
30
分
　
■場
勤
労
者

会
館　

■内
講
演
「
ひ
き
こ
も
り
の
理
解
と
対

応
に
つ
い
て
」
柳
原
祐
子
氏
（
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
ふ
き
の
と
う
）、
ひ
き
こ
も
り
経
験

者
の
体
験
談
、
座
談
会　

■申
10
月
29
日
○金
ま

で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
４

へ
鶴
岡
水
泳
育
成
協
会 

幼
児
＆
学
童
コ
ー
ス
受
講
生
募
集

■日
次
の
①
～
③
の
内
の
い
ず
れ
か（
週
２
回
）

①
月
曜
・
木
曜
日　

②
火
曜
・
金
曜
日　

③

水
曜
・
土
曜
日　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■対
３
歳

～
小
学
生　

■費
月
額
４
、９
５
０
円
（
別
途

年
会
費
２
、２
０
０
円
）　

■申
同
協
会
☎
22
‐

０
０
７
４　

■他
HP

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
の
秋　

会
員
募
集

▼
自
彊
術　

■日
月
曜
日
午
後
１
時
30
分

▼
ニ
コ
ニ
コ
健
康
ス
ポ
ー
ツ　

■日
金
曜
日
午

前
10
時　

■内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球　

▼
共
通　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■費
年

払
い
１
万
５
、
０
０
０
円
（
月
払
い
２
、
０

０
０
円
、
別
途
登
録
年
会
費
２
、
０
０
０
円
）　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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工　

■日
10
月
22
日
○金
～
11
月
28
日
○日　

■内
県

内
の
刀
工
の
作
刀
紹
介

▼
は
じ
め
て
の
刀
剣
講
座
～
鑑
賞
か
ら
お
手

入
れ
ま
で
～　

■日
10
月
31
日
○日
午
後
２
時

■定
先
着
15
人　

■師
矢
口
秀
春
氏
（
日
本
美
術

刀
剣
保
存
協
会
庄
内
支
部
理
事
）　

■費
５
０

０
円　

■他
要
申
込
み

▼
共
通　

■
入
館
料　

大
人
…
８
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
３
０
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎
22
‐
１
１

９
９出

羽
庄
内
国
際
村

▼
旅
す
る
国
際
村
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー　

ペ

ル
ー
共
和
国
リ
マ
編　

■日
10
月
24
日
○日
午
前

11
時　

■定
40
人　

■内
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ア
プ
リ
を
使

っ
た
ツ
ア
ー　

■
ガ
イ
ド　

モ
イ
セ
ス
・
オ

ル
テ
ガ
氏
（
リ
マ
在
住
）　

■費
１
ア
カ
ウ
ン

ト
５
０
０
円
（
複
数
人
で
の
参
加
可
）

▼
出
羽
庄
内
国
際
村
音
楽
祭
２
０
２
１　

韓

国
伝
統
音
楽
の
夕
べ
～
風
流
を
楽
し
む
～

■日
11
月
14
日
○日
午
後
６
時
30
分　

■場
同
館

■定
１
５
０
人　

■費
大
人
…
２
、
５
０
０
円

高
校
生
以
下
…
１
、
５
０
０
円
（
当
日
は
５

０
０
円
増
し
）

▼
共
通　

■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

講
座
・
講
習
会

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や 

10
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
〝
炭
次
郎
柄
の
デ
コ
ロ
ー

松
ヶ
岡
開
墾
場　

■対
庄
内
地
域
在
住
の
小
学

５
年
・
６
年
生
の
親
子
10
組　

■内
現
役
新
聞

記
者
と
一
緒
に
鶴
岡
の
歴
史
・
文
化
を
取
材

し
、
記
事
を
制
作　

■申
10
月
31
日
○日
ま
で
山

形
新
聞
社
鶴
岡
支
社
こ
ど
も
記
者
係
☎
22
‐

２
８
１
０
へ　

■他
制
作
し
た
記
事
は
、
後
日

山
形
新
聞
に
掲
載
予
定

施
設
の
催
し

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
企
画
展
示
「
お
か
え
り
！
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

展
」　

■日
来
年
２
月
14
日
○月
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
～
ど
ろ
っ
ぱ
か
ら
の
手
紙
！
」　

■日

10
月
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
午
前
10
時
～
午

後
３
時

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ざ
り
っ
粉
ソ
ル
ト
づ

く
り
」　

■日
10
月
16
日
○土
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時　

■費
３
０
０
円　

■他
予
約
不
要

▼
自
然
観
察
会
「
カ
モ
の
ね
ぐ
ら
立
ち
観
察

会
」　

■日
10
月
16
日
○土
・
30
日
○土
午
後
３
時

30
分　

■定
20
人　

■師
太
田
威
氏
（
自
然
写
真

家
）　

■費
５
０
０
円　

■申
各
日
２
日
前
ま
で

■他
参
加
者
に
焼
き
芋
進
呈　

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
マ
コ
モ
で
リ
ー
ス
づ

く
り
」　

■日
10
月
23
日
○土
午
前
10
時　

■定
10

人　

■費
５
０
０
円　

■他
要
予
約

▼
自
然
観
察
会
「
紅
葉
の
庄
内
ア
ル
プ
ス
」　

■日
11
月
６
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
２
時　

■定

20
人　

■師
里
山
案
内
人
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ　

■費
３
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
11
月
４

日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ガ
イ
ド
と
歩
く
周
辺
ゆ
っ
く
り
ウ
ォ
ー
ク　

■日
10
月
の
毎
週
金
曜
～
日
曜
日
（
１
日
・
９

日
・
23
日
・
30
日
・
31
日
を
除
く
）
午
前
９

時
30
分　

■場
偶
数
日
…
同
セ
ン
タ
ー
周
辺

奇
数
日
…
羽
黒
山
旧
参
道

▼
晩
秋
の
庄
内
ア
ル
プ
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
10
月
23
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
由

良
海
岸
駐
車
場
集
合
）　

■場
油
戸
→
荒
倉
山

→
由
良　

■定
先
着
15
人　

■費
大
人
…
１
、
２

０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■持
昼

食
等　

■申
10
月
17
日
○日
ま
で

▼
晩
秋
の
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
＆
芋
煮
会　

■日

10
月
31
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
２
時
（
同
セ

ン
タ
ー
集
合
）　

■場
月
山
や
す
ら
ぎ
の
森
等

■定
先
着
20
人　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

中
学

生
以
下
…
５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
10
月

23
日
○土
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１　

■他
悪
天
候
時
は
中
止

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
入
浴　

■日
毎
週
月
曜
～
金
曜
日　

■時

女
湯
…
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分　

男
湯

…
午
後
１
時
～
３
時
30
分　

■費
２
０
０
円

▼
な
ご
み
（
お
茶
）　

■日
10
月
５
日
・
12
日
・

19
日
・
26
日
、
11
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・

30
日
の
火
曜
日
午
前
９
時
30
分

▼
楽
焼
教
室　

■日
10
月
５
日
・
６
日
、
11
月

９
日
・
10
日
・
30
日
、
12
月
１
日
・
２
日
の

火
曜
～
木
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

▼
健
康
相
談　

■日
10
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日
の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６創

造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
10
月
６
日
○水
・
13
日
○水

・
20
日
○水
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

▼
数
独
（
ナ
ン
プ
レ
）
を
解
く
（
10
月
教
室
）　

■日
10
月
８
日
○金
・
15
日
○金
・
22
日
○金
・
29
日

○金
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
自
生
ア
ケ
ビ
蔓
で
花
器
作
り　

■日
10
月
30

日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時　

■定
15
人　

■内
野
生
の
ア
ケ
ビ
の
つ
る
を
使
っ
た
乱
れ
編

み
の
花
器
作
り　

■費
３
０
０
円　

■持
昼
食
等

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

致
道
博
物
館

▼
荘
内
大
祭
ラ
イ
ブ
配
信
！　

■日
10
月
６
日

○水
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分　

■内
お
っ
き

い
こ
ん
の
す
け
（
刀
剣
乱
舞
‐
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
）
を
ゲ
ス
ト
に
同
祭
を
紹
介　

■他
同
館
内

モ
ニ
タ
ー
で
の
視
聴
可

▼
藩
主
の
宝
、
藩
士
の
宝
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

ー
ク　

■日
10
月
９
日
○土
午
後
２
時　

■定
先
着

30
人　

■他
要
申
込
み

▼
庄
内
の
宝
！
黒
川
能
を
博
物
館
で
初
上
演

＆
ラ
イ
ブ
配
信　

■日
10
月
16
日
○土
午
後
２
時

■
出
演　

黒
川
能
上
座

▼
日
本
名
刀
展
シ
リ
ー
ズ
山
形
ゆ
か
り
の
刀

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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▼
調
整
力
発
揮
研
修　

■日
11
月
９
日
○火
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■費
６
、
０
０

０
円

▼
機
械
保
全
技
能
検
定
準
備
講
座（
全
３
回
）　

■日
11
月
12
日
○金
・
13
日
○土
、
12
月
４
日
○土
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■費
８
、
０

０
０
円

▼
共
通　

■定
20
人　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎

23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

中
央
公
民
館　
　
　
　
　
　

後
期
市
民
講
座

▼
差
が
つ
く
！
ス
マ
ホ
写
真
講
座
～
簡
単
技

術
で
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
写
真
に
～（
全
２
回
）　

■日
・
■場
・
■内
10
月
29
日
○金
午
前
９
時
…
朝
日

地
域
・
現
地
研
修　

11
月
５
日
○金
午
前
10
時

…
同
館
・
座
学　

■対
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お

持
ち
の
方
10
人　

■師
千
田
技
氏
（
フ
ォ
ト
グ

ラ
フ
ァ
ー
）　

■費
１
、
２
０
０
円

▼
基
礎
か
ら
学
ぼ
う
！
ド
ロ
ー
ン
講
座
～
基

本
か
ら
実
際
の
操
作
ま
で
～
（
全
４
回
）

■日
11
月
12
日
～
12
月
３
日
の
毎
週
金
曜
日
午

後
７
時　

■場
同
館　

■定
12
人　

■師
Ｇ
oｙ
u

氏
（
ビ
デ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
）　

■費
２
、
２
０

０
円

▼
共
通　

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る

方　

■申
10
月
７
日
○木
～
22
日
○金
に
同
館
☎
25

‐
１
０
５
０
へ

月
山
に
学
び
地
域
を
知
る
講
座　
　

月
山
フ
ォ
ー
ラ
ム

■日
・
■場
10
月
31
日
○日
午
後
１
時
…
響
ホ
ー
ル

（
庄
内
町
）　

11
月
７
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

３
時
30
分
…
立
谷
沢
公
民
館
（
庄
内
町
）

ル
作
り
〟　

■日
10
月
９
日
○土
午
前
10
時　

■費

２
、
５
０
０
円

▼
美
味
し
い
日
本
料
理
教
室　

■日
10
月
16
日

○土
午
前
10
時　

■費
３
、
０
０
０
円

▼
新
米
で
五
平
餅
作
り　

■日
10
月
23
日
○土
午

前
10
時
30
分　

■費
１
、
５
０
０
円

▼
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室　

■日
10

月
24
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■費
２
、
５
０
０

円▼
共
通　

■場
・
■申
ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

☎
64
‐
３
０
９
３

ジ
ェ
ン
ダ
ー
白
熱
教
室

■日
①
10
月
10
日
○日　

②
12
月
５
日
○日　

■時
午

前
10
時　

■対
オ
ン
ラ
イ
ン
で
聴
講
で
き
る
方

50
人　

■内
①
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ジ

ェ
ン
ダ
ー　

②
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
社
会
を

目
指
す　

■師
伊
藤
眞
知
子
氏
（
公
益
大
名
誉

教
授
）　

■費
各
日
５
０
０
円　

■申
庄
内
ち
ぇ

り
あ　
　庄

内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
研
修　

■日
10
月
20
日

○水
午
前
９
時
～
午
後
４
時
50
分　

■費
６
、
０

０
０
円

▼
管
理
者
研
修
（
全
２
回
）　

■日
10
月
26
日

○火
・
27
日
○水
午
前
９
時
～
午
後
４
時
50
分

■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
改
善
魂
の
あ
る
職
場
づ
く
り
研
修　

■日
10

月
29
日
○金
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　
　

■費
６
、
０
０
０
円

法
（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）　

■申
10
月
13
日
○水

～
11
月
７
日
○日
に
消
防
署
警
備
課
☎
22
‐
８

３
３
１
ま
た
は
消
防
各
分
署
へ　

■他
テ
キ
ス

ト
を
希
望
す
る
方
は
２
０
０
円

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
美
術
講
座 

陶
器
で
つ
く
る
干
支
の
置
物
～
寅
年

■日
11
月
17
日
○水
、
12
月
１
日
○水
・
８
日
○水
午

後
７
時
（
全
３
回
）　

■対
庄
内
地
域
在
住
の

方
先
着
12
人　

■内
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
寅
の

置
物
を
大
小
２
体
制
作　

■師
太
田
金
子
氏

（
陶
芸
家
）　

■費
２
、
５
０
０
円　

■場
・
■申

10
月
５
日
○火
～
11
月
７
日
○日
に
同
館
☎
29
‐

０
２
６
０
へ　

■他
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴消

防
設
備
士
試
験

■日
11
月
27
日
○土　

■場
ヒ
ル
ズ
サ
ン
ピ
ア
山
形

（
山
形
市
）　

■申
電
子
…
10
月
８
日
○金
～
18
日

○月　

書
面
…
10
月
11
日
○月
～
21
日
○木　

■問
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２

３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
願
書
は
消
防

本
部
、
消
防
署
、
消
防
各
分
署
に
設
置
。
HP

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

要
約
筆
記
講
座

■日
12
月
５
日
○日
午
後
１
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■内
講
話
、
要
約
筆
記
体
験
、
要
約
筆
記
者
派

遣
事
業
の
紹
介　

■師
菅
原
直
志
氏
（
山
形
県

途
中
失
聴
・
難
聴
者
協
会
）、
要
約
筆
記
「
お

ひ
さ
ま
」　

■費
２
０
０
円　

■申
11
月
19
日
○金

ま
で
鶴
岡
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
23

‐
２
９
７
０
へ

11
月
13
日
○土
午
後
１
時
…
狩
川
公
民
館
（
庄

内
町
）　

■定
各
日
25
人　

■費
11
月
７
日
○日
の

み
１
、
５
０
０
円　

■申
10
月
４
日
○月
か
ら
や

ま
が
た
「
科
学
の
花
咲
く
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

月
山
マ
イ
ス
タ
ー
事
務
局
☎
０
２
３
‐
６
２

８
‐
４
５
１
７
へ

女
性
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▼
か
が
や
き
女
性
塾
「『
女
ら
し
く
・
男
ら

し
く
』
よ
り
『
自
分
ら
し
く
』
輝
く
た
め
に
」

（
全
３
回
）　

■日
・
■内
11
月
５
日
○金
午
後
７
時

…「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
っ
て
ど
う
い
う
こ
と

?
」
伊
藤
眞
知
子
氏
（
公
益
大
名
誉
教
授
）　

13
日
○土
午
後
１
時
30
分
…
事
例
提
供
「
自
分

ら
し
い
生
き
方
こ
そ
幸
せ
へ
の
近
道
」　

26

日
○金
午
後
７
時
…「
プ
ラ
ス
思
考
で
自
分
ら

し
く
輝
く
」
関
根
近
子
氏
（
㈱
Ｂ
マ
イ
ン
ド

代
表
取
締
役
）　

■定
先
着
30
人　

■費
１
、
６

５
０
円

▼
短
期
講
座
「
鶴
岡
の
次
世
代
料
理
人
決
定

戦
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
学
ぶ
料
理
教
室
」

■日
11
月
16
日
○火
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定

先
着
15
人　

■師
渡
部
賢
氏
（
日
本
料
理
わ
た

な
べ
店
主
）　

■費
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
、三
川
町
、庄
内
町
に
在
住

ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
10
月
７
日
○木
～

22
日
○金
に
中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー
☎
24

‐
２
３
４
０
へ

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
11
月
14
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
消
防
本

部　

■定
20
人　

■内
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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こ
こ
ろ
元
気
相
談
会

■日
10
月
13
日
○水
・
23
日
○土
、
11
月
10
日
○水
・

27
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
５
時　

■場
楽
家

■内
家
庭
問
題
・
人
間
関
係
・
心
の
悩
み
等
の

相
談　

■申
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33
‐
８
７
３
０

10
月
18
日
～
24
日
は　
　
　
　

行
政
相
談
週
間
で
す
！

　

行
政
相
談
で
は
、
行
政
の
仕
事
や
サ
ー
ビ

ス
、
各
種
手
続
き
に
関
す
る
困
り
ご
と
・
苦

情
、
ご
意
見
・
ご
要
望
等
に
つ
い
て
国
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
日
及
び
会
場
は
、
本
紙
23
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

債
務
・
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■日
10
月
23
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■対

市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方
先
着
８
人　

■場
・
■申
10
月
22
日
○金
ま

で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４

７
へ毎

月
第
４
水
曜
日
は
住
宅
相
談
会 

専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決

■日
10
月
27
日
○水
、
11
月
24
日
○水
午
前
10
時
～

11
時　

■場
市
役
所
本
所
４
階
ロ
ビ
ー　

■内
住

宅
新
築
・
増
改
築
、
耐
震
診
断
、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
補
助
の
相
談
、
高
齢
者
減
災
ア
ド
バ

イ
ス
等　

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４

等
利
用　

■日
11
月
１
日
○月
か
ら　

▼
来
年
３
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室

等
利
用　

■日
12
月
１
日
○水
か
ら

▼
来
年
４
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室

等
利
用　

■日
来
年
１
月
４
日
○火
か
ら

▼
来
年
５
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
、
来
年
11

月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付
（
利

用
調
整
会
議
）
…
10
月
15
日
○金　

通
常
受
付

…
11
月
１
日
○月
か
ら

▼
来
年
６
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
、
来
年
12

月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付
（
利

用
調
整
会
議
）
…
11
月
15
日
○月　

通
常
受
付

…
12
月
１
日
○水
か
ら

▼
来
年
７
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
、
再
来
年

１
月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付

（
利
用
調
整
会
議
）
…
12
月
15
日
○水　

通
常

受
付
…
来
年
１
月
４
日
○火
か
ら

▼
共
通　

■対
先
行
受
付
…
市
内
団
体
等
が
行

う
芸
術
文
化
事
業
等
。
利
用
調
整
会
議
（
■時

午
後
６
時
30
分　

■場
同
館
）
に
要
出
席　

■問

同
館
☎
24
‐
５
１
８
８　

■他
空
き
状
況
は
同

館
HP相

談
・
そ
の
他

就
職
面
談
会
ワ
ー
ク
チ
ャ
ン
ス

庄
内
２
０
２
１
鶴
岡
会
場

■日
10
月
14
日
○木
午
前
10
時
、
午
後
２
時　

■場

東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡　

■対
求
職
者
（
来
年

３
月
に
新
規
に
学
校
を
卒
業
す
る
予
定
の
方

を
除
く
）　

■内
複
数
の
事
業
所
採
用
担
当
者

と
の
個
別
面
談
等　

■問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鶴
岡

☎
25
‐
２
５
０
１　

■他
HP

指
定
管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１
０

へ　

■他
抽
せ
ん
会
は
10
月
15
日
○金
。
入
居
時

期
は
12
月
上
旬

「
う
ち
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
自
慢
！
動
画

コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
募
集　

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
環
境
問
題
へ
の
意
識
を

高
め
る
た
め
、
皆
さ
ん
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
達
成
に
向
け
た
、
自
慢
の
動
画
を
募
集

し
ま
す
。

■申
10
月
29
日
○金
ま
で
応
募
票
に
動
画
デ
ー
タ

を
添
え
て
、
直
接
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
本
所
環
境
課
内
「
環
境
つ
る
お
か
推
進

協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７
１
８
へ　

■他
市

HP
「
雷
サ
ミ
ッ
ト
20
」 

雷
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト　

■
テ
ー
マ　
「
雷
」（
稲
妻
等
雷
を
連
想
さ
せ

る
語
を
含
む
）　

■
部
門　

俳
句
部
門
（
一

般
の
み
）、
川
柳
部
門
（
一
般
、
小
・
中
学
生
）

■
応
募
規
定　

自
作
未
発
表
の
作
品
３
作
品

ま
で
（
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
不
問
）　

■

応
募　

必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
郵
送
、
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
本
所
地
域
振

興
課
へ　

■
賞　

各
部
門
ご
と
大
賞
・
秀
作

等
を
選
定
し
、
賞
状
・
副
賞
等
を
進
呈
。
来

年
１
月
に
開
催
予
定
の
「
雷
サ
ミ
ッ
ト
20
」

会
場
で
発
表　

■申
10
月
１
日
○金
～
29
日
○金

■問
同
課
☎
内
線
５
９
８　

■他
市
HP

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡 

貸
館
の
受
付

▼
来
年
２
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室

募
集

県
営
住
宅
10
月
募
集

■
募
集
住
宅　

美
原
１
号
・
４
号
、
東
部
１

号
、
城
南
２
号
…
各
１
戸　

茅
原
２
号
、
城

南
１
号
…
各
２
戸　

東
部
２
号
・
３
号
、
末

広
２
号
・
３
号
…
各
３
戸　

末
広
１
号
…
４

戸　

■申
10
月
４
日
○月
～
８
日
○金
に
県
営
住
宅

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

荘銀タクト鶴岡【練習室２】に
　　バンドセットが入りました！

※新型コロナウイルス感染症対策のため、利用人数に制限が
　あります（練習室２の利用人数目安は５人）。
※使用方法や料金等、詳しくはお問い合わせください。

■問同館☎24‐5188

　荘銀タクト鶴岡の練習室は大音量
での使用を想定し、防振遮音構造と
なっています。

　バンド練習をしたい方や楽器を始
めてみたい方！この機会に触れてみ
ませんか ?

↓
同
館
HP
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山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト

を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
（
抽
せ
ん
）

■日
10
月
23
日
○土　

■場
山
形
テ
ル
サ（
山
形
市
）

■対
市
内
在
住
の
方
８
人
（
１
人
１
枚
）　

■申

10
月
５
日
○火
の
午
前
９
時
に
直
接
社
会
教
育

課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
７
へ
来
庁　

■他
チ
ケ
ッ
ト
は
後
日
郵
送

郷
土
ゆ
か
り
の
人
物
資
料
館　
　
　

大
宝
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

新
た
に
鶴
岡
ゆ
か
り
の
人
物
紹
介
の
資
料

が
閲
覧
で
き
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
と
、
観
光
情

報
を
発
信
す
る
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
ま

し
た
。
ま
た
、
公
園
散
策

等
の
際
に
利
用
で
き
る
、

休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■問
同
館
☎
24
‐
３
２
６
６

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

■日
10
月
28
日
○木
午
後
２
時
～
４
時　

■場
市
役

所
本
所
別
棟
２
号
館
24
号
会
議
室　

■内
相
続
、

事
業
等
の
許
可
手
続
き
、
外
国
人
在
留
資
格

手
続
き
等
の
相
談　

■問
同
会
鶴
岡
支
部
（
佐

藤
）
☎
33
‐
８
８
６
８

中
小
企
業
等
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
経
営
相
談 

山
形
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
庄
内
窓
口

■場
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■内
経
営
上
の

様
々
な
課
題
や
悩
み
の
相
談
窓
口　

■問
同
窓

口
☎
23
‐
２
２
０
０

10
月
は
「
年
次
有
給
休
暇
取
得

促
進
期
間
」
で
す

　

年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
環
境
作

り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
新
し
い
生
活

様
式
が
求
め
ら
れ
る
中
、
新
し
い
働
き
方
・

休
み
方
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
年
次
有
給

休
暇
の
計
画
的
付
与
制
度
や
時
間
単
位
の
年

次
有
給
休
暇
制
度
の
導
入
が
効
果
的
で
す
。

■問
山
形
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
☎
０
２

３
‐
６
２
４
‐
８
２
２
８

藤
沢
周
平
記
念
館
・
旧
致
道
館
・
大
宝
館 

臨
時
開
館
の
お
知
ら
せ

　

毎
週
水
曜
日
は
休
館
で
す
が
、
10
月
６
日

○水
は
開
館
し
ま
す
。

■問
藤
沢
周
平
記
念
館
…
☎
29
‐
１
８
８
０

旧
致
道
館
…
☎
23
‐
４
６
７
２　

大
宝
館
…

☎
24
‐
３
２
６
６

令
和
３
年
度
狩
猟
者
登
録　

実
施
の
お
知
ら
せ

■日
10
月
20
日
○水
・
21
日
○木
午
前
９
時
～
午
後

３
時　

■場
庄
内
総
合
支
庁
（
三
川
町
）　

■問

同
支
庁
環
境
課
☎
66
‐
５
７
０
６　

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

■日10月６日○水 ～12月22日○水 午前９時～午後
５時（12月６日○月・13日○月・20日○月 は休館）
■内北米大陸最大級の原生林「ノースウッズ」
を約20年間にわたって追い続けた大竹英洋
氏の集大成を展示　■費大人…700円　高校
生…350円　中学生以下…無料　■場・■問土門
拳記念館☎0234‐31‐0028　■他古寺巡礼
京都、土門拳が撮った藤田嗣治「猫と女と
モンパルナス」同時開催

第40回土門拳賞受賞作品展  大竹英洋
「ノースウッズ‐生命を与える大地‐」●酒田市

▶無料カート体験＆タイムトライアル　■時
午前10時　■対身長145㎝以上の方先着24人　
■内無料走行体験、タイムトライアル（希望
制。600円）
▶レンタルカートスプリントレース　■時午後
１時　■対運転免許証をお持ちの同カート場走
行経験者先着12人　■内予選２回、決勝１回　
■費3,600円　■他上位入賞者に賞品あり
▶共通　■日10月10日○日 　■場・■申同カート場
☎0234‐42‐2282

カートソレイユ最上川
秋のレンタルカート体験●庄内町

▶オリジナル・エコバッグプレゼント　■時午
前９時30分（先着120枚）、午後１時（先着
80枚）
▶自由見学・参加　■時随時　■内カウンター体
験、本の福袋展示
▶おはなしの部屋　■時午前10時30分　■内絵
本読み聞かせ、紙芝居等
▶よねさんの紙芝居　■時午後３時
▶共通　■日10月10日○日 　■場・■申同館☎0234
‐72‐5300

遊佐町立図書館30周年
図書館まつり●遊佐町

　
新型コロナウイルス感染症の影響で、
催し等の中止・延期など、情報が変更
となる場合があります。各担当課や主
催者などへのお問合せ、またはホーム
ページ等でご確認ください。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

私
も
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を 

し
た
く
な
り
ま
し
た

　

今
年
行
わ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ
レ
ビ
で
観
戦

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
良
さ
を
実
感
し
、

運
動
を
始
め
た
く
な
り
ま
し
た
。
鶴
岡

市
で
初
心
者
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
め
る
場
は
あ
り
ま
す
か
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
様
々
な
種
目

の
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る
人
々
が
、
初

心
者
か
ら
上
級
者
レ
ベ
ル
ま
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
志
向
・
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
参

加
で
き
る
と
い
う
、「
多
世
代
」「
多
種
目
」

「
多
志
向
」
を
活
動
の
基
本
と
し
て
い

ま
す
。
地
域
住
民
に
よ
っ
て
主
体
的
に

運
営
さ
れ
、
身
近
な
地
域
で
仲
間
を
作

り
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

鶴
岡
市
内
に
は
９
つ
の
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
各
ク
ラ
ブ

で
様
々
な
コ
ー
ス
や
教
室
、
イ
ベ
ン
ト

を
設
け
、
特
徴
の
あ
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
短
期
の
活
動
や
無
料
体
験
も
あ

QＡ



23 広報つるおか　2021 . 10 ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等）

鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00新型コロナウイルス感染症に関する相談
（ 生 活 支 援 ･ 経 営 支 援 等 ）
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00
内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 火曜～土曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00
教 育 相 談（学校教育 ･ 就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00
〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐028‐234
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎内線151
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 ら し に 関 す る 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

今月の各種相談窓口開設日　10/4 ～ 11/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 12日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 22日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎内線218 19日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎内線221 20日○水18：00～20：00・櫛引生涯学習センター
朝日庁舎総務企画課☎内線303 19日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 28日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 21日○木14：00～16：00・市役所本所
交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 22日○金13：30～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ９日○土 9：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　10/4 ～ 11/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
10 ．７○木 13：00 ～ 15：00 山形日産自動車販売㈱美咲店

９○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　      〃 13：30 ～ 16：00 　　　　〃

24○日 9：30 ～ 11：30 出羽庄内国際村
　　 〃 13：00 ～ 15：30 　　　〃

26○火 14：00 ～ 15：30 荘内病院

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞  　　　　　　①  9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 　② 18：00 ～ 21：00
　　　　　　＜月曜・土曜日＞　　　　　　③ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科　　　　　　
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　   ①    9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ② 13：00 ～ 15：00

　　　 受診者・医療従事者への新型コロナウイルス感染予防
のため、おいでになる前に、必ず電話でご連絡ください。

　　　新型コロナウイルス感染症の検査・診察はできません。
！

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線361
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《人口と世帯》（令和３年８月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：122,680人
　　 （男：58,792人、女：63,888人）
　世帯数：49,389世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒 997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒 999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111
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　昨年閉館した「鶴岡まちなかキネマ」のキネ
マ３・４を会場に試験上映を実施します！
　この取り組みは、令和４年度に、旧まちキネ
を鶴岡市社会福祉協議会事務局と新鶴岡まちな
かキネマ（映画機能付き交流スペース）の複合
施設として改修するに当たり、どんな映画に興
味を持っているかなど、来館需要を把握し、新
まちキネの持続的な運営に生かしていくために
実施するものです。
　期間中の、上映作品・
時間、鑑賞料金など、詳
しくは「まちなかキネマ」
のホームページへ！

希望ホール×荘銀タクト鶴岡連携事業

   高 橋 多 佳 子
ピアノ・リサイタル
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庄内公演 in 酒田・鶴岡

来年１月15日（土）
午後２時 開演
希望ホール

～新しき道 
　　　Neue Bahnen～

酒田公演

来年１月16日（日）
午後２時 開演
荘銀タクト鶴岡

鶴岡公演

～オール・ショパン
　　　・プログラム～

©Shinichiro Saigo

■チケット料金（全席指定・税込）
　・Ｓ席 2,500円（U‐25 1,500円）
　・Ａ席 2,000円（U‐25 1,000円）
　・酒田・鶴岡公演セット券（Ｓ席のみ） 
　　4,500円（U‐25 2,500円）
　※未就学児入場不可。
　※U‐25チケットは、公演日時点で25歳以下の方
　　が対象（要身分証明書提示）。
　※セット券は、希望ホール・荘銀タクト鶴岡でのみ　　
　　販売（前売りのみ）。

■チケット販売開始日時
　10月15日（金）午前10時から
■チケット販売場所
　・荘銀タクト鶴岡（午前９時～午後７時）
　　☎24‐5188
　・希望ホール（午前９時～午後７時）   　 
　　☎0234‐26‐5450　　　　　　　ほか
■その他
　１月14日（金）に希望ホールで関連企画の
　ワークショップを開催

■上映期間
　10月15日～来年１月16日（予定）の毎週金曜～日曜日、祝日
■オープニング上映作品（２週間程度で入替え）
     『よみがえりのレシピ』（2011年）
　『おもひでぽろぽろ』（1991年）
　『ミッドナイトスワン』（2020年）
　『島にて』（2019年）
■鑑賞料金（通常料金）
　大人…1,700円　
　大学生（要学生証）…1,400円　
　高校生・高専生（要学生証）～３歳…1,000円　
　※シニア割引、バリアフリー割引、スタンプ会　
　　員等割引サービスはホームページで確認。

おもひでぽろぽろ
©1991岡本螢・刀根夕子・Studio Ghibli・NH

◯問合せ　山王まちづくり㈱☎25‐0613
　　　　　本所政策企画課☎25 ‐2111内線523

↑メールは
こちらから

↑ホームページは
こちらから

↑フェイスブックは
こちらから

↑ツイッターは
こちらから

↑まちキネ
ホームページ

※酒田公演・鶴岡公演それぞれ演奏曲目が異なります。
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